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序 章
第1節 研究の動機及び目的
わが国は、戦後、高度経済成長を経て、科学 。医療・情報技術の発達により生活は豊か
になり著しい発展を遂げた。生活の機械化・自動化が進み、平均寿命は男女とも80歳を超
え、いまや超高齢社会を迎えている。しかし、その反面、体を動かす機会の減少、高齢者
の健康の維持・増進、子どもの運動離れや二極化などが新たな課題として私たちに直面し
ている。このような環境において、生涯にわたり運動やスポーツに親しむことができる「豊
かなスポーツライフ」を送ることには大きな意義がある。
スポーツは人生をより豊かな充実したものにし、身体的・精神的な欲求にこたえる世界
共通の人類の文化の一つである。健康の維持、意欲や気力といつた精神面の充実は、刻々
と変化している現代社会を生きていくうえで、生活全体の活力や文化を支える必要不可欠
な要素であり、極めて大きな役割を持つ。そして、学校教育の中で全ての児童・生徒が運
動やスポーツを体験することができる学校体育の果たす役割は、ますます重要となつてい
るといえる。1977年に初めて生涯スポーツという日本独自の用語が使用され、スポーツヘ
の関心や必要性がますます高まり、それ以降、多くの生涯スポーツ論が論じられてきた。
生涯スポーツという言葉は広く浸透するようになり、高等学校学習指導要領にも生涯スポ
ーツ志向の内容が内包され、その重要性は高校体育の目指すべき方向性を示していると言
える。
1988年の高等学校学習指導要領では、楽しさを重視した目標が掲げられ、知識を深める
とともに技能を高め、運動の楽しさや喜びを経験しながら生涯にわたつて豊かなスポーツ
ライフを継続する資質や能力の育成を目指している。1989年の高等学校学習指導要領改
訂では、個性を生かす指導の重視を基本方針として掲げ、生涯スポーツ志向の典型として
選択制授業が実施されてきた。生徒が主体的に興味・関心に応じた種目を選択し習熟する
ことによつて、就学後の運動やスポーツの継続を目指すことができる学習方法として取り
入れられ、現在も多くの高校体育で実施されている。
さらに、2009年の高等学校学習指導要領解説体育編 Dにおける日標では、次のように明
記されている。
運動の合理的、計画的な実践を通して、知識を深めるとともに技能を高め、運
動の楽しさや喜びを深く味わうことができるようにし、自己の状況に応じて体力
の向上を図る能力を育て、公正、協力、責任、参画などに対する意欲を高め、健
康・安全を確保して、生涯にわたつて豊かなスポーツライフを継続する資質や能
力を育てる
この日標は、小学校、中学校及び高等学校 12年間の一貫性を踏まえ、高等学校における
体育の学習指導の方向性を示したものである。運動の楽しさや喜びを深く味わうことをね
らいとして、主体的条件に応じて社会的態度や愛好的態度を獲得し、就学後に運動やスポ
ーツを継続的に実践できるようになり、生涯にわたつて豊かなスポーツライフの実現を図
ることを目指している。そのなかで、高等学校における体育では、卒業後にも継続した運
動やスポーツを実践することができる人間の育成をねらいとしていることが理解できる。
しかしながら、文部科学省による世論調査力において、2013年では成人の週 1回以上の
スポーツ実施率は47.5%であり、全体として男性、女性ともに成人のスポーツ実施率は緩
やかな上昇傾向であつたものの、2015年の調査では 40.4%に低下している。この結果か
らみても、成人が継続的に運動やスポーツを実践しているとは言い難いのが現状である。
このように、生涯スポーツが一般的に認知されているにもかかわらず、依然として生活
のな力ヽ こ運動やスポーツが定着していないことは、生涯スポーツが単にスローガンとして
掲げられているに過ぎず、その理念が浸透していないのではないだろう力ヽ そして、生涯
スポーツの必要性は理解できても、その理念や方策を系統された学習期間の最終段階であ
る高校体育の教育に具体的に示すことができていないからではないだろう力Ъ
例えば、生涯スポーツに向けた取り組みの一つとして実施されてきた選択制授業にも課
題があると考えられる。「個性化」「個別化」をねらいとしているものの、真に個人に応じ
た教育が達成され、生涯にわたる運動やスポーツの実践につながる教育がなされていると
は考えにくい。
さらに、自身の経験から現在の高校生の特徴として、①系統された学習が実践されてい
るにもかかわらず、運動やスポーツの知識や理解が乏しく、技能も未熟な状態である (知
識・理解の不足、技能の未習熟)、②グループやチーム内で自分の意見を主張したりするよ
うな自発的な発言ができない (周囲とのコミュニケーション能力の欠如)、③自己や集団の
課題に対して自ら考え判断して行動することができない指示待ち人間が多い (課題解決能
力の欠如)、 ④運動やスポーツに対して無関心 (楽しさや喜びの体験不足)などを挙げるこ
とができる。体育教員として、どれも獲得してほしい能力や経験であり、言い換えれば、
これらは生涯スポーツ社会を実現していくうえで、体育における人間形成に不可欠な要素
でもある。
以上のことから、高等学校を含めて学校体育が生涯スポーツ社会を目指していることは
理解できるが、系統されて学習されている運動やスポーツ活動が学校体育以降における継
続的な実践につながつていないことは明らかである。生涯スポーツ社会を実現していくた
めにも従来の高校体育のあり方を見直さなければ、生涯にわたつて運動やスポーツを継続
的に実践することが困難ではないかと推測される。
そこで、本研究は、学校体育に結びつけられた生涯スポーツ概念が不十分であるという
仮説に基づき、生涯スポーツ社会の構築を目指した人間像の形成を検討することによつて、
個々人が生涯にわたつて自己に応じた運動やスポーツ活動を継続的に実践できるような高
校体育のあり方を提言することを目的とする。
第2節 研究の方法
本研究では、上記の目的を達成するべく、以下の刊頃で研究を進める。
1.生涯教育論の再考と生涯スポーツ概念の再検討
生涯スポーツを理解するためには、まず、生涯スポーツ概念に影響を与えたポール・ラ
ングランの生涯教育論を理解する必要がある。ラングランの生涯教育論を以下の観点から
明らかにし検討する。
①生涯教育論提唱の社会的背景と基本的思想
②生涯教育論の目的と教養
③教養の獲得の方法
つぎに、平澤0粂野が編集した「生涯スポーツ」などから生涯スポーツの概念を整理し、
教育論としての課題や問題点を考察し指摘する。
2.スポーツを享受する原理の検討
生涯スポーツ社会を実現していくうえで、体育におけるスポーツと人間形成の関係を理
解する。そのためにはスポーツを文化的側面から捉える必要があり、文化としてのスポー
ツを検討する必要がある。また、生涯スポーツを実践する人間像を形成するためには生涯
スポーツ教育論を論じていくことが重要であり、その理念を実践に結びつける原理を明ら
かにしていく。
3.生涯スポーツからみた各学校段階の位置づけ
保健体育審議会答申や学習指導要領などから小学校、中学校、高等学校の各段階におけ
るスポーツの享受について明ら力ヽ こするとともに、生涯スポーツに果たす体育の位置づけ
を理解し、学校体育の方向性や役割などを考察していく。
4.生涯スポーツ社会の実現を目指した高校体育のあり方の提案
1～3を視座として、学習の目的 0内容・方法を示しながら、生涯スポーツ社会に向けた
高校体育のあり方を提案する。
注
1)文部科学省,高等学校学習指導要領解説 体育編,東山書房,2009
2)文部科学省 世論調査 スポーツ実施率
http.11….meXt・gojp/a menu/spon/iisshi/1294610.htm
第 1章 生涯教育論の再考と生涯スポーツ概念の再検討
第1節 生涯教育論の再考
ここでは、生涯スポーツ概念を再検討するうえで、それに強い影響を与えたとされるポ
ール・ラングランの生涯教育論について明ら力ヽ こする。
わが国では、社会教育審議会 (1971年)pにおいて提示された答申「急激な社会構造の
変化に対処する社会教育のあり方について」の中で「生涯教育」という用語がはじめて使
用された。その中で社会的条件の変化とそれに伴つて生じている教育的課題を示し、それ
に対応するために生涯教育の観点に立ち、教育制度全体が学習者に配慮する必要があると
された。
その後、1975年、波多野完治によつてラングランが提唱した生涯教育論 "が翻訳され、
生涯教育の考え方が一般化される契機となつた。波多野はラングランの生涯教育論をいち
早く日本に紹介した人物であり、ラングランが生涯教育を提唱した 1965年のユネスコの
国際成人教育委員会にも出席している。ラングランはその委員会で提出したワーキング・
ペーパーにおいて生涯教育論を主張し、ユネスコや多くの国々から高く評価されている。
この生涯教育論が現出した背景には、1960年代のフランスの社会的、教育的課題が根底に
あるとする吉田 めの論考をもとに、ラングランが提唱した生涯教育論の思想、当時の学校
教育、目的、方法について明らかにしていく。
第 1項 生涯教育論の社会的背景と基本的思想
ラングランは幼少期に第一次世界大戦を経験し、1930年代初めにパリ大学の一部であ
るソルボンヌを卒業と同時に国家試験に合格して教授資格を取得した。この試験は非常に
難しく、資格を持つことは高く評価されるものであり、伝統的な教育制度を勝ち抜いてパ
リで教職の道へと進んだ。その後、第二次世界大戦が始まり、ラングランはそこでレジス
タンス運動 のに参加することになる。この経験のなかでラングランの生涯教育論は形成さ
れていつたと波多野は指摘している∂。
ラングランはレジスタンス活動のなかで階層に関係なく市民が一体となつて活動する
経験を通じて、レジスタンスが自ら情報を判断し行動を決定していく様をこれからの教育
のあり方であるとして成人教育の必要性を感じとり、改めて学校教育の重要性を認識する
とともに学校教育が成人教育の準備期でなければならないと考えた。つまり、学校で教育
が終わるのではなく、学校では成人教育のために必要な能力を養う役割を持たなければな
らず、教育が生涯にわたつて継続されなければならないと考えたのである。さらに、レジ
スタンス活動がフランスの解放につながつたように、主体的、自発的な活動が人間の解放
につながり、成人が自ら学ぶことで社会全体を良くすることができると主張した。
また、ラングランは1960年代の社会の様子を「諸変化の加速」0、「人口の増加」つ、「科
学的知識及び技術系の進歩」Dなどの側面から、成人教育の必要性を説明した。「諸変化の
加速」とは、人類の歴史において社会の変化は何も新しいものではなく、変化は生じるも
のであるが、今後はますます変化の加速化が大きくなるとし、「何世代にも及ぶ労力を要し
たほどの改革が、いまやたつた一世代で達成される」とその様子を述べている。さらに、
「精神は諸構造の発展との関係で、しばし遅れをとつている」とし、社会の変化に比べ人
間の精神的発展が遅れていると指摘した。つまり、ラングランは社会全体の急速な変化に
対応するには、成人になつてからも学習する必要があり、生活する社会において生涯にわ
たり学び続けることがその手段であると考えた。このことは、「科学的知識及び技術系の進
歩」にも同じことが言える。社会を変化させる主要因が科学技術であり、その進歩が社会
全体に浸透していると考え、そこで生活しているあらゆる分野に携わる人たち全てが生涯
学び続けなければならないとした。
さらに、「人口の増加」を見てみると、「人口増加と平行して教育を受ける普遍的な権利
についての、全く正当化される感情が発達される」とし、教育を受ける権利が浸透したこ
とにより、より教育への受容が高まつた。その結果、学校という施設ではこの要求に応え
られないとされた。そして、単に学校を増やすことで教育に対する受容に応えられるわけ
でなく、教育の質的な改革を要請した。つまり、教育を学校でのみ行うのではなく、就学
後の期間も含めた生涯全体において教育活動を続けることで解決し得るとされた。
その教育の質的な改革について、ラングランはそれまでの伝統的な学校教育を痛烈に批
判している。彼自身も受けていた当時の学校教育は、知識偏重のいわゆる「詰め込み教育」
であった。伝統的な学校教育では、社会に必要な教育を提供し、その教育の競争に勝ち残
った者が知的労働の職に就くものであつた。当然ながら、社会的に上位階層であり文化的
教養を身につけた子どもがその競争に勝利し、それ以外のものは排除されるようになり、
その結果、社会では身分格差が生じて知的労働と技術労働をより分離させることとなつた。
また、教育の方法も子どもを中心としない教育であり、より効率的に画一された教育が
展開され、教師は子どもの基本的欲求を満たすことをせず、正しい動機づけを与えること
はなかつた。そのため、子どもたちは意味のないと思える学習を繰り返し、知識偏重の競
争心を煽ることになり、自ら考えて行動することができなくなつていつた。このような状
況から、ラングランは当時の社会が求める人間を育成するような伝統的な学校教育ではよ
り良い社会を築くことはできないと考え、質的な教育改革の必要性を主張したのである。
このように、ラングランは第二次世界大戦下のレジスタンス活動において、成人教育の
必要性を感じ、成人が自ら学ぶことによつて社会は良くなると考えた。また、社会の変化
の加速化や科学技術の進歩、人口の増加などに対応するためには、成人になつてからの教
育 (自らの学び)が不可欠であり、学校教育だけでなく、就学後の教育を考えなければな
らないと考え、自ら学ぶ能力の育成を目指した質的な教育改革を要請した。さらに、学校
教育で獲得した知識がその後の社会生活と乖離していることから、知識偏重で学習者を中
心としない伝統的な学校教育を批判した。そして、ラングランは「学校はむしろ充実し完
全な教育の過程へのための重要で決定的な導入部」9として、成人教育の成功のためには学
校教育の成功が不可欠であり、学校教育の重要性を改めて示した。生涯教育の必要性に気
付いた大人が学校教育を改善させ、改善された学校教育のなかで子どもたちが成人になつ
ても自ら学び続けることができるような教育を施すことによつて、成人教育を充実したも
のにできると考えた。つまり、学校教育が良くなれば成人教育が良くなり、成人教育が良
くなれば学校教育をより良く改善できるのである。そして、このような教育の改革が将来
的に社会を良い方向に変転させるものであると考えられる。
第2項 生涯教育の目的と教養
では、上記のような生涯教育の理念を掲げたラングランは、どのようにその教育を具体
化しようとしたのだろう力ヽ
まず、ラングランは生涯教育の目的として「あるがままの人間」
10、「適応性」1つ、「幸福
への教育」1'、「生活の質の向上のための教育」19、「平和と国際理解の教育」
1のの 5点を
挙げている。吉田はこれらの目的において、生涯教育が「幸福への教育」を目的としてい
ることが最も肝要であるとした。しかし、前述したように生涯教育の質的な教育改革のた
めには「あるがままの人間」を育成していく必要があるのではないだろう力ち そのために
は「適応性」を獲得して「幸福への教育」と「生活の質の向上のための教育」を目指すこ
とによつて「平和と国際理解の教育」につながるものと考えた。
「あるがままの人間」とは、言葉のイメージ通りではなく、アイデンティテイが確立さ
れた人間を意味している。つまり、個人は独立したものでありながら社会に存在している
限り、社会に所属している。個人と社会は隔離されるものではなく、密接に関連し互いに
支え合うものであるが、個人とはその集団の力に流されたり競争に傾いたりすることなく、
自分に責任を持ち行動することができなければならない。ラングランはこのような人間を
「あるがままの人間」として生涯教育の目的と考えている。このような人間を育成してい
くために「適応性」の獲得が必要となる。
「適応性」はすでに述べたように、社会の変化の加速に取り残されないために獲得しな
ければならない能力であり、人間が生活におけるすべての側面に対応していくときに、日
的と結びつけるための能力でもある。すなわち、社会の変化に対する人間の積極的な手段
の一つだといえる。この「適応性」を身に付け「幸福への教育」と「生活の質の向上のた
めの教育」を目指さなければならない。
「幸福への教育」において、ラングランは何かを得たりすることが幸福ではなく、自分
が自分であることが真の幸福と考えた。人が幸福になるためには他の物を支配したり疎外
したりするのではなく、自分を自分でコントロールできる力、「自制の力」が必要であると
し、「自制の力」は自然に身につくものではなく、この力を与えるものが教育であるとした。
そして、生涯教育は「生活の質の向上のための教育」でなければならず、教育によつて
物質的豊かさのみならず精神的豊かさをもたらす「生活の質の向上」につながり、最後に
は、「平和と国際理解」に充ちた社会に変わるものと考えられる。このことは、ラングラン
が経験した三度の世界大戦と自らも参加したレジスタンス活動から、平和に対する思いが
非常に強く、教育によつて生活の質は良くなり個人の多様な欲求を満たすことができ、教
育によつて社会をより良くすることができると痛感したからであると理解できる。
それでは、これらの生涯教育の目的はどのようにすれば果たされるのであろう力■ この
目的を達成するために獲得すべき必要なものを吉田は「教養」であるとした lD。大辞泉に
よると、「教養」とは「学問、幅広い知識、精神の修養などを通して得られる創造的活力や
心の豊かさ、物事に対する理解力」10とされている。つまり、教養とは単なる知識や技能
の獲得を示すのではなく、知識や技能の獲得から何かを創造する力や文化的な振舞い方を
することであると理解できる。また、ラングランは、「教養とは、それによつて人がよりい
っそう自分自身になるような努力と経験の全体を指すものである」1つと述べている。すな
わち、教養とは自分を精神的により高めるために行われる努力と経験であり、それは獲得
した知識を活用することであると考える。獲得した知識を活用していくには、知識を自分
のものとして理解し、それまでの経験によつて獲得された知識と結びつけることで、新た
な知識を獲得していかなければならず、その知識の獲得も自分自身で行わなければならな
い。なぜならば、自分が生きている社会は常に変化し加速し続けており、その変化に適応
させるための知識を獲得しなければならないからである。つまり、自分で獲得すべき知識
を獲得することであり、獲得すべき知識の学び方を学ぶということが必要となる。知識を
自分の力で獲得する能力を身につけることは生涯教育の目標であり、日標を達成すること
は「教養」の獲得につながつていくと考えられる。教養を獲得することで学習する楽しみ
や意欲が高まり、ひいてはそのような向上が所得の豊かさをもたらすことにつながる。生
活が豊かになることで、人々の関心や欲求は文化的な充足に向けられ、文化的芸術的教養
が高まれば精神的豊かさをもたらすだろう。教養を獲得した人間は、社会における集団に
おいても、自制する力によつて自分の行動に責任を持ち、集団の力に流されず生活の質を
良くしていくことができる「ありのままの人間」になり得るのである。
この「教養」は現在の「生きる力」に類似した能力であると考えられる。「生きる力」と
は、「基礎的な知識 。技能を習得し、それらを活用して、自ら考え、判断し、表現すること
によりさまざまな問題に積極的に対応して解決する力」10であり、生涯教育の日標は「生
きる力」の獲得を目指すものともいえる。しかし、獲得した知識を活用して新たな知識を
獲得したり、問題を解決したりする場合にはその過程において「モラル」が必要なのでは
ないかと考える。つまり、獲得した知識をどのように活用するのかはその個人の「モラル」
によつて決定されなければならない。もし、獲得された知識を「モラル」に欠けた活用を
すれば、生活の質を向上させることはなく、平和と国際理解につながることもないであろ
う。「モラル」を獲得することは「教養」の獲得と同じぐらいに重要であると考えられる。
第3項 教養の獲得の方法
では、どのようにして「教養」を獲得すればよいのであろう力Ъ ラングランはその方法
として「動機づけ」19、「学習の習慣を身につける」20、「自己教育の方法を学ぶ」
2Dの3点
を挙げている。これらの獲得する方法の順序としては、「動機づけ」、「自己教育の方法を学
ぶ」、「学習の習慣を身につける」であると考える。
まず、「動機づけ」についてラングランは伝統的な学校教育の弊害として外的な動機づけ
を批判している。そこでは、点数、賞罰、称賛とけん責のシステムの下、教師によつて刺
激が与えられる。その刺激は、生徒たちにとつて表面的なものでしかなく、大多数の生徒
は内的な動機につながつてはいない。ラングランは、伝統的な学校教育において内的動機
づけの不在を指摘したうえで、「教育の機能的な面は学習への最も強力な動機を与えると
いうことである」2カと主張した。この「最も強力な動機」とは内発的な動機づけであると
いえる。つまり、生徒たちが自ら進んで学習に向かう意欲の源泉であり、その学習活動に
楽しさや喜び、興味。関心が内包されなければならない。ラングランは、教育の目的が「学
ぶことを学ぶ」であり、その契機として動機は非常に重要であると考えた。
つぎに、「自己教育の方法を学ぶ」ことが「学ぶことを学ぶ」要素であるといえる。教育
は関係概念であり、教え育てる人 (能動者)と教え育てられる人 (受動者)力れ なヽければ
成立しないものである。ラングランは、教育の主体は教師ではなく、教育される生徒が主
体となり、自分自身が自分の教師 (能動者)となり自分自身 (受動者)に教育していく自
己教育が「学ぶことを学ぶ」につながるとした。つまり、自己の中で教育の関係性を創り
だすことである。限られた時間の中で社会の変化に対応していくには、教師が教えること
だけではすべてを網羅することは不可能であり、自分で知識を獲得する方法を模索して活
用する能力が要求される。つまり、何を学ぶかを自らが考えて獲得していくことが必要な
のである。
最後に、ラングランは学習も習慣の 1つであるという考えから、「学習の習慣を身につ
ける」ようにしなければならないとした。習慣を身につけることは、一度や三度の行動で
は容易に習慣化されることはなく、その内容によつては長時間を要する場合もある。ジョ
ギングを例にとると、はじめのうちは目的による高い意欲によつて継続されていくが、体
調面などの主体的条件や天候などの物理的条件などによつて次第に継続が困難となり、習
慣として行うことができなくなることがあるのではないだろう力■ まして、自己教育の習
慣ともなればなおさらであろう。一度の活動で獲得されることなどないし、長期的に継続
することでしかその習慣は身につかないと思われる。しかし、一度その習慣を獲得するこ
とができれば、その経験により新たな活動にも挑戦することができると考えられる。
このように、ラングランは生涯教育の目標を「学ぶことを学ぶ」であるとし、そこから
教養の獲得を目指しているといえる。そのためには、内発的な「動機づけ」によつて「自
己教育の方法を学ぶ」ことを継続して行い、「学習の習慣を身につける」ことができる教育
でなければならないと考えた。しかしながら、動機づけ、自己教育、習慣化だけでは「モ
ラル」を獲得するには至らない。教養には「′いの豊かさ」の側面があり、人間がよりよく
生きようとする人間らしさも含まれている。生涯教育の目的は「あるがままの人間」を育
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成することであり、その人間は個人的にも社会的にも責任ある行動を自ら選択しなければ
ならない。つまり、「モラル」を持ち合わせた「あるがままの人間」が生涯教育の真の目的
であるといえる。そのためには、幅広い知識を獲得するとともに地域社会とのつながりを
増やしながら仲間との交流やコミュニケーションが図りやすい状態をつくり出し、他者と
の関わりを積極的に持つことができる環境を整えることが必要で、他者の考え方を享受し
たうえでの責任ある行動をとることができると考える。
第4項 まとめ
本節のまとめとして、ラングランの質的な教育改革について論じる。ラングランは自身
の経験から、成人教育の必要性を感じ、教育が社会を変えていくものと考え、質的な教育
改革の必要性を主張した。この質的な教育改革について3つの要点を挙げることができる。
①生涯教育を理解した大人による学校教育の改善が成人教育の成功へ導く正の循環
②知識偏重の「詰め込み教育」から、正しい動機づけによる生徒を中心とした教育への
転換
③教育を学校のみで終わらせるのではなく、就学後の生涯にわたる学びの継続
このなかで、ラングランは生涯教育の導入部である学校教育の役割を「自ら学ぶ能力」
を育成することであると考えた。また、伝統的な教育では、教育が子どもに動機づけを行
うことができず、教育と生活が乖離していることを問題視した。学校は地域社会の一部で
あるというラングランの考えから、教育と生活する社会とを結びつけるために生活と関連
性のある動機づけを持たせることが生涯にわたる学びにつながると考えた。ラングランの
生涯教育論は、「生涯」という時間と教育を統合 (時間的統合)するという意味だけではな
く、教育を学校のみで行わず、生活する地域社会と家庭につながりのある統合 (空間的統
合)を意味するのである。すなわち、教育の質的改革はこの統合であり、ここに生涯教育
の意義があるといえる。
第2節 生涯スポーツ概念の再検討と課題
ここでは、生涯スポーツ社会へと導くための学校体育について考察するために、生涯ス
ポーツ概念を再検討して生涯スポーツを明らかにしていく。また、ラングランの生涯教育
論と比較するとともに、生涯スポーツの課題を考察する。
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第 1項 生涯スポーツ概念の再検討
生涯スポーツという用語は、1970年代後半以降に使用されるようになり、1977年に平
澤・粂野が編集した「生涯スポーツ」がわが国ではじめての文献である。粂野は、生涯ス
ポーツを「生涯の各時期、各分野において、必要に応じて、いつでも学べるような多様な
スポーツ活動の学習の機会の保障とそのための環境整備を意味する」20ととらえ、生涯ス
ポーツの実現のためにはスポーツの適時性をめぐる問題が極めて重要であると述べ、生涯
の各時期における一般的特性から社会的条件と問題点を指摘し、今後の課題を提示してい
る。また、「人間は全生涯を通じて、生存・労働 0諸活動し、学習し続けることなしには歴
史的社会体制のなかで共存し共働することができない」とし、生存・労働・諸活動と学習
は密接に関連性を有するものとした。つまり、学習を個人的活動ではなく社会活動の一環
としてとらえ、その他の社会活動と同じように考えている。そして、スポーツ活動もその
諸活動のなかに位置づけ、人間の基本的活動の一環 (社会活動の一環)として考え、スポ
ーツ活動と学習には結びつきがあると強調した。粂野の生涯スポーツの考え方にはラング
ランが提唱した生涯教育論の理念が根底にあり、生涯スポーツは生涯を通じて短時間にお
いてのみ行われるのではなく、また、スポーツ活動を社会活動と結びつけ、生活のな力ヽ こ
全生涯にわたつて位置づけるものと理解できる。その後も生涯スポーツの概念や理念に関
しては様々な議論がなされてきた。
森り||(1985)は具体的な生涯スポーツの定義づけをしていないが、「生涯にわたつて行
われるスポーツ活動は個人のライフステージによつて、そのスポーツのやり方、楽しみ方
は変わつてくるかもしれない (中略)大切なことはライフステージによつてスポーツの楽
しみ方、やり方が変わつたとしても、スポーツを人生の友として生涯スポーツによる人生
の楽しみt人生の充実感をとらえることであろう」2のと述べ、生涯の各時期におけるスポ
ーツとの関わり方が変わっても、スポーツを自己の生活のなかに取り込み、充実させるこ
とを目的としている。また、「スポーツはそれぞれが自らの楽しみ方、やり方で行う自発的
な活動でなければならない」として、自発的活動によるスポーツの実施をうながしている。
そのためには、「地域の生活と地域の条件そのものの中に誰でも気軽にスポーツができる
ような場 (施設)とプログラム・事業・仲間が用意されていかなければならない」と社会
的保障の必要性を指摘した。以上のことから、剰 ‖の生涯スポーツの考え方は、
「生涯にわ
たって、個人のライフステージに適したスポーツ活動を自発的に行い、スポーツを生活の
一部とすることによつて人生を充実させることができ、そのためにも生活の場にスポーツ
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活動ができる環境を用意しなければならない」と理解できた。
金崎は、生涯スポーツとは「すべての人びとが各自に健康・体力や運動能力の状況、興
味 。関心、日標、ライフスタイルなどに応じて、自主的、自発的に文化としてのスポーツ
活動を生涯にわたつて学習し、生活のな力ヽ こ取り入れて継続していくことである」20と定
義づけた。金崎は、生涯スポーツは「みんなのスポーツ」運動の理念を内包し、生涯教育
の考えを基礎としていると指摘した。「みんなのスポーツ」運動は性別、年齢、職業、社会
階層などを問わず、だれもがスポーツに親しむことで、そのための社会的条件を保障して
いこうとするものである。その理念は「スポーツは人間性や社会の発展に必要な要素であ
り、スポーツを実践することは人間の基本的権利であることを認め、これを保障していこ
うとするもの」であり、生涯スポーツは人権や人間性を尊重し、スポーツの文化的価値を
高め、すべての人が主体的にスポーツに関わりを持ち、スポーツ文化の担い手になること
を目指すものとした。以上のことから、金崎と森川の生涯スポーツの考えは類似している
と考えられる。また、両者の生涯スポーツの概念は「みんなのスポーツ」の理念を内包し
ているほか、エリクソンのライフサイクル論20を用いている共通点があり、それぞれのラ
イフステージにおいて発達課題に応じたスポーツ活動への関わりを強調している。
このエリクソンのライフサイクル論について日下は「人間の生 (生命)を空間軸に沿つ
て考えると『生活』という文化・社会的な問題領域が現れるし、時間軸に沿つて考えると
『人生 。生涯』という発達心理 0社会的な問題領域が現れる」
2つとし、生涯スポーツは身
体活動や運動の文化を媒体として横軸 (生活領域)と縦軸 (ライフステージ)に広がり、
互いに関連しながら豊かなものとなり向上していくものとした (図1)。
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図1 ライフ・スポーツの構図 :多様な主体的身体運動 (日下2001)
これらの生涯スポーツの概念を集約すると以下のように生涯スポーツを定義づけるこ
とができる。
「生涯スポーツとは、社会的に整備された環境のもと、生涯にわたって自主的 。自発的
に個人の能力やライフステージに応じたスポーツ活動を行うとともにスポーツを生活
のなかに取り入れて継続していくこと」
そして、この定義から生涯スポーツの条件、動機、方法、実践および目標の観点により、
①社会的条件の整備、②自主的・ 自発的な意志の形成、③主体的条件に応じたスポーツ活
動の選択、④スポーツ活動の実践、⑤スポーツの生活化の5つの要素を挙げることができ、
それらを図式化した (図2)。
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図2 生涯スポーツの実現への流れ
図2は生涯スポーツの実現への流れを表しており、「自主的0自発的な意志の形成」から
順に次の段階へと進み、最終的に「スポーツの生活化」へとつながることを意味している。
また、「社会的条件の整備」はすべての段階に対して働きかけるものであり、常に刺激を与
える要素であると考えた。ここで、各項目について考察していく。
①社会的条件の整備 (条件)
生涯にわたつてスポーツ活動を行う際に、地域社会や生活の場にスポーツ活動ができ
る環境を整えることは人間がスポーツする権利に基づくものであり、行政が人々の要求
や権利を保障するものである。スポーツ基本法 23pの第三章「基本的施策」のなかにも国
及び地方公共団体に対して、スポーツ施設の整備、指導者の配置など必要な施策を講じ
る努力の要請が記載されており、法的に支えられた条件である。
?
?
ー
?
?
?
?
?
?
?
?
ー
?
?
?
?
?
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②自主的・主体的な意志の形成 (動機)
生涯スポーツは他から強制されるものではなく、実践者が自ら進んで自主的 。自発的
に行うものであることを示している。自主性・自発性が形成されるためには、日標に向
かう動機が存在し、その動機は人によつて目的的目的と手段的目的に分かれる。いずれ
にせよ、生涯スポーツの意義は、社会的に認められるものであるが、無理に行うもので
も、スポーツが嫌いな人にまで強要されるものではない。
③主体的条件に応じたスポーツ活動の選択 (方法)
ライフサイクル論の発達段階における発達課題に応じて、スポーツをどのように継続
していくのか、またはスポーツと関わつていくのかは、各自の健康状態、体力や運動能
力、興味 。関心、ライフスタイルなどによつて選択されるべきである。また、そのこと
は身体的障害を持つ人に対しても同じことがいえる。スポーツ活動によつて生活に支障
が生じたり、ましてや負傷したりするようでは生涯スポーツとして成り立たない。各自
の主体的条件に適したスポーツ活動を選択することが重要である。
④スポーツ活動の実践 (実践)
スポーツ活動には目的的スポーツ活動と手段的スポーツ活動があり、前者は、スポー
ツ活動自体に因果法則はなく、スポーツ活動から得られる楽しさや喜び、達成感などの
精神的充足を満たす活動といえる。後者はスポーツ活動をすることによつて別の目標を
達成しようとする活動のことで、健康増進のためのジョギングやダイエットのためのエ
クササイズなどがこれにあたる。いずれにせよ、目的的であれ手段的であれ、生涯にわ
たってスポーツ活動を実践することが求められている。
⑤スポーツの生活化 (目標)
継続したスポーツ活動を実践することにより、スポーツ活動が生活の一部となり、ス
ポーツという文化と生活の他の文化が結びつくことは生涯スポーツの第一義的な目標で
あるといえる。そのためには、各自がスポーツと関わりを持つなかで、スポーツ文化の
担い手となり文化としてのスポーツを倉J造し、継承していかなくてはならない。つまり、
スポーツを享受し、自己の中で精神的豊かさを獲得しながら、社会の中でスポーツ活動
を行う実践者になることである。
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このように、生涯スポーツの実現には、上記の5つの段階があり、それらを図式化する
と図2のように表すことができた。また、それぞれの生涯スポーツの概念には「みんなの
スポーツ」運動の理念が内包されており、一部の人のスポーツからすべての人のスポーツ
ヘの転換が示唆されていた。さらに、エリクソンのライフサイクル論を用いて、ライフス
テージにおけるスポーツとの関わり方を示し、生活とスポーツ活動の結合を主張している。
さらに、日下はエリクソンのアイデンティティ論 2のにも着目し、生涯スポーツには個人の
特定のスポーツ「一生涯のスポーツ」も含まれると考えた。このスポーツは生涯の友とな
り、成長を共にし、最終的な到達点が「私のスポーツ」といった個人にとつての「スポー
ツの意味・価値」であり、個人の「スポーツ信条」になると主張した。つまり、ライフス
テージのそれぞれの特徴に応じて自主的・継続的にスポーツを行うことにより、人生にお
けるスポーツの意味を獲得し、より豊かな経験や生活ができるものと考えられる。
第2項 生涯スポーツの課題
先に述べたように、文部科学省の世論調査 (2015年)では、成人の週 1回以上のスポー
ツ実施率は40.4%で、前回 (2013年)の47.5%に比べ 7.4ポイントも低下している。こ
の結果は、成人の運動・スポーツ離れを意味している。ラングランの生涯教育論に置き換
えて考えれば、大人の運動・スポーツ離れは子どもの運動・スポーツ離れを引き起こし、
その子どもも大人になればさらに運動・スポーツ離れに陥ってしまう負の循環になるであ
ろう。では、生涯スポーツの理念や必要性は理解できるものの、生涯スポーツの実践に至
つていないのは何故であろう力Ъ
これには、図2で示した「生涯スポーツの実現の流れ」における「社会的条件 (体育・
スポーツ施設の整備・充実、スポーツ指導者の育成、スポーツクラブの育成・支援など)
の整備」が不十分であることが関連していると考えた。
文部科学省によれば、平成20年度 (2008年度)体育・スポーツ施設現況調査結果の概
要30では、平成 14年(2002年)と比較すると民間スポーツ施設数は増加しているが、学
校体育・スポーツ施設数、大学・高専体育施設数、公共スポーツ施設数、職場スポーツ施
設数においては減少しており、総数でも減少している。
スポーツ指導者の育成においては、日体協や各競技団体、公益財団法人日本レクリエー
ション協会をはじめ、多くのスポーツ団体においても養成や研修が行われており、量的に
は増加傾向を示している3D。 しかし、スポーツ団体によるスポーツ指導者の需要が、詳細
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に把握できていないため、今後のスポーツ指導者の養成等において、量的・質的な目標が
明確でない状況にある。
スポーツクラブの育成 0支援においても、平成26年度 (2014年度)総合型地域スポー
ツクラブ育成状況調査30では、2002～014年の期間で育成クラブ数もクラブ育成率39も
増加しているが、総合型地域スポーツクラブに関する実態調査結果341では、300人未満の
規模のクラブ数は全体の69%で、会員の内訳をみると就学後から59歳まで割合は総数の
38。9%で4割にも満たない状況である。つまり、就学後にも運動やスポーツを継続的に実
践しようとする人にとって総合型地域スポーツクラブを利用しにくい状況にあるのではな
いだろう力Ъ
これらの現状や結果をみても、生涯スポーツの実践にむけて社会的条件が十分に満た
されているとは言い難く、国や地方公共団体がその役割を果たしているとは言えず、生涯
スポーツ社会の実現にとって早急に対応しなければならないと考えられる。
さらに、生涯スポーツの理念が明らかになつても、その理念を生涯スポーツの実践とし
て当てはめることはできていないということも要因ではないだろう力ち関根 3めはライフサ
イクルにおける生涯学習という観点から生涯学習論を支える一つの基礎理論である生涯発
達理論に着日した。生涯スポーツも人間のライフサイクルという視点において関連してい
ることからエリクソンの理論に焦点を当てて批判的に検討することで生涯スポーツの構造
の解明を試みたのである。生涯発達理論は人が生涯にわたつて行う活動一般に関わる点で
一般理論と見なすことができ、生涯に関する一般性に基づく理論と考えると、生涯スポー
ツ論は身体的特殊性に基づく理論であると考えた。すなわち、生涯スポーツは生涯にわた
つて行う身体活動であることから、一般理論を踏まえた身体的特殊性に基づいた理論であ
り、一般理論は身体的特殊性に基づく生涯スポーツの理念となる。しかし、関根は生涯ス
ポーツの理念が明らかになつても、理念をそのまま実践のレベルに移し替えることは困難
が伴うことを示唆している。彼は一つの理念に対して一つの実践が行われるのであれば、
多様な理念解釈のもとに多様な実践が生まれることになると考えた。つまり、生涯スポー
ツの理念は実践の数だけ存在することになり、もはや理念としての機能を果たしていない
ことを意味している。そして、さらに理念が実践によつて実現される保証はなく、理念は
そのまま実践にならないと疑問視しており、理念を実践へと媒介するもの、すなわち「原
理」が必要と考えた。
このことより、関根は生涯スポーツの構造は理念、原理、実践の三層で構成されると考
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え、生涯スポーツの原理は体育学あるいはスポーツ科学の知見に基づいた構成が必要であ
ると主張している。この原理は学習者自身の実践のための原理、その支援システムのため
の原理、生涯発達論から示唆を得た生涯にわたる原理の3つのタイプに分けられるとした。
すなわち、生涯スポーツの原理には「スポーツ享受の原理」、「スポーツ支援の原理」、「循
環の原理」の二つである。
「スポーツ享受の原理」では身体的老いの克服、楽しみ、自己実現の要素で構成され、
スポーツ活動による自己の身体機能を確保すること、興味 。関心を持つ楽しみや目的を果
たすことによる達成感・充足を求めることを示し、「スポーツ支援の原理」では健康へのサ
ポー ト、行政施策で構成され、行政による人々の健康に対する支援やそのための施策や制
度を示していると理解できる。そして、「循環の原理」を構成するのは、学習成果の活用と
それを基にした世代間の交わりであり、各ライフステージにおけるスポーツ活動と地域社
会を統合していくことである。
生涯スポーツを実践する人が何を求めているかでその原理も異なり、個人のスポーツ活
動に対する動機が多様である限り、統一的画一的な原理は存在することはないのである。
この生涯スポーツの理念、原理、実践の構造を図3で表した。
実践
図3 生涯スポーツの構図
スポーツ享受
の原理
生涯スポーツ
の実践
スポーツ支援
の原理
生涯スポーツ
の実践
循環の原理 生涯スポーツの実践
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図3で示したように、原理が理念を実践へと橋渡しすることにより、生涯スポーツのイ
メージが明確に構成できるのである。生涯スポーツの理念が実現されるには、実践しよう
とする人の動機に対応した原理でなければならず、それに適した原理によつて理念が実践
へとつながつていくものと考えられる。
このように、生涯スポーツには社会的条件の整備は不可欠であるが、同時に生涯スポー
ツの理念を実践に結びつける原理の構築が課題解決につながると考えた。
第3項 まとめ
本節のまとめとして、生涯スポーツをラングランの生涯教育論の視点から論じる。生涯
スポーツの概念は、5つの段階から構成されており、生涯にわたつてそれらの段階を満た
す実践が望ましいと考えられる。しかしながら、文部科学省の調査結果から、生涯スポー
ツの実践には至っていないと判断できる。それを解決には、社会的条件の整備が不可欠で
あることと生涯スポーツの理念が実践につなげる原理の構築が必要であると考えた。
しかし、真の生涯スポーツの実践者とはそのような社会的条件にも左右されないのでは
ないだろう力、 変化する社会において、そこで生活する人には多様な生活様式があり、日
的と結びつけるために適応することが求められ、ラングランも変化する社会への適応を目
指すことを示唆している。すなわち、各自を取り巻く環境に適応しながら主体的条件に応
じたスポーツ活動を実践することができる能力が求められる。
さらに、真の生涯スポーツの実践者には社会の諸制度を改革していくことも望まれるの
ではないだろう力Ъ すなわち、ラングランの主張した教育の質的改革において、成人教育
の必要性を理解した大人が学校教育を改善させ、学校教育が改善されれば成人教育が改善
されていくという正の循環を目指したように、生涯スポーツの必要性を理解した人が学校
や地域を含む社会全体や諸制度を見直し、改善していくことによつて、社会的条件がより
整備され、生涯スポーツが実現されていく好循環を創りだすことができるのではないだろ
う力Ъ平成24年(2012年)に制定されたスポーツ基本計画30に記載されている「スポー
ツを通じてすべての人々が幸福で豊かな生活を営むことができる社会」を目指すことは、
まさにラングランが主張した教育が社会を変えることと類似しており、学校教育の体育に
おいてスポーツという文化財を主教材とする教育を展開することには大きな意味があると
いえる。そして、生涯スポーツの実現に向けて、教育すべきことは生涯スポーツの原理で
ある「学習者自身の実践のための原理」、すなわち、スポーツの享受であるといえるのでは
ないだろう力Ъ
このように、生涯スポーツ社会を実現していくためには、「適応」と「変革」の能力を持
ち合わせた実践者が必要であり、豊かなスポーツライフを目指す学校体育においてスポー
ツが享受できる人間を育成していくべきであると考える。
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第2章 スポーツを享受する原理の検討
第1節 文化としてのスポーツ
ここでは、第 1章で述べた生涯スポーツ社会を実現していくうえで、学校体育において
生涯スポーツを実践する人間をどのように形成していくのかについて明らかにする。
生涯スポーツ概念のなかにはスポーツを文化としてとらえているものも少なくない。ス
ポーツ基本法の前文にもあるように「スポーツは、世界共通の人類の文化」3つでぁり、一
般的にもスポーツは文化として広く認識されるようになった。生涯スポーツ社会の実現を
目指すうえで、生涯スポーツの基底詞であるスポーツを文化としてとらえる立場からスポ
ーツとは何かについて明らかにしていくとともに、スポーツと文化理解の変容、スポーツ
の価値についても明ら力ヽ こしていくこととする。
第1項 スポーツとは
諸説あるが、スポーツの語源は、ラテン語の “disportare(desportare)"から由来した
ものといわれている 3乳 その意味は、「dis=cawj、「portare=away」(運び去る)であ
り、そこから「娯楽や気晴らし、満足」という意味を持っていた。この “disportare"が古
代フランス語において “desporter(仕事から離れる)"となり、さらに、13、14世紀には
イギリスに伝わつて、その後、“disport(遊ぶ、戯れる)"となり、やがて接頭語の “di"
が省略されて16世紀に “sport"になつたとされた。
“sport"は、17、18世紀までは主として狩猟などの戸外活動を意味しており、19世紀
になると、イギリスにおいて近代スポーツが組織化・成立していき、“sport"が、「競技・
競争」の意味合いを持つようになったのである。つまり、もともとスポーツとは仕事から
離れた空間で気晴らしに遊ぶことを意味しており、そこに近代スポーツの出現とともに競
争性が付加された身体的活動といえる。そして、1968年のメキシコ・オリンピック大会時
に開催された「国際体育スポーツ協議会」におけるスポーツ宣言30により、スポーツは以
下のように定義された。
Sport
l.Any physical activity whiCh has the character ofplay and which invOlves a
struggle with ollleseror with others,Or a coだbntation with natural elements,
is a sport.
Ifthis activity involves competition,it must then always be performed with a
spirit ofsportsmanship.There can be llo true sport without the idea offair play.
Sport thus de6』ed is a remarkable means ofeducation.
この宣言において、スポーツは、①プレイの性格を持ち、自己または他人との競争、あ
るいは自然の障害との対決を含むすべての身体活動である、②もしも競争するなら、スポ
ーツマンシップの精神に基づいて行われなければならない。フェアプレイのないところに
は、真のスポーツは存在しない、③このように定義されたスポーツは素晴らしい教育の手
段であると定義された。この定義からスポーツには、遊戯性、競争性、身体活動性、倫理・
道徳性の4つの性質があり、スポーツは教育的価値のあるものと理解できる。
スポーツは、その語源にもあるように遊戯の要素を持つものと考えられる。オランダの
文学史家J.ホイジンガ401は遊びの形式的特徴を「自由」、「実生活の虚構」、「没利害」、「時
間的空間的分離」、「秩序の創造」の5つであるとし、遊びとは、「あるはつきり定められた
時間、空間の範囲内で行われる自発的な行為もしくは活動である。それは自発的に受け入
れられた規則に従つている。その規則はいつたん受け入れられた以上は絶対的拘束力を持
つている。遊びの目的は行為そのもののな力ヽ こある。それは緊張と歓びの感情を伴い、ま
たこれは『 日常生活』とは、防1のもの』という意識に裏づけられている」40と定義した。
つまり、遊びは他から命令されてするものではなく、自由な活動であり、日常生活から分
離されたある一定の限定された時間的、空間的なところで、自らが創つた秩序にしたがつ
て自発的に行われる活動であり、物理的利害や個人的充足と結びつく活動ではないと考え
たのである。人びとを夢中にさせる楽しさや面白さが遊びの本質であり、スポーツが遊戯
性を有しているといえる。
また、ホイジンガは「緊張の要素こそ、遊びのなかではとくに重要な役割を演じている」
と述べ、遊びは緊張を解こうとする努力であると主張した 2)。これは、赤ちゃんが玩具で
遊ぼうとしているときでも、公園でかくれんぼをしているときでもそうなのである。つま
り、あることを成し遂げるために緊張の状態に入り、その緊張のなかで遊ぶ人のさまざま
な能力が試されることになることを意味し、多かれ少なかれ競争的な性格を帯びていく程
度に応じて、緊張も増していくのである。さらに彼は「遊びは何ものかを求めての闘争で
あるか、あるいは何かを表す表現であるかのどちらかである。この二つの機能は、遊びが
何物かを求める闘争を『表現する』というふうにして、また、遊びが最も表現のすぐれて
いる者を選び出すために競争の形をとるという具合にして、一つにまとめられることもあ
りえないではない」431と述べ、遊びには闘争と表現の機能があり、遊びが闘争 (競争)を
つくり、人間を鍛え、さまざまな工夫を凝らし発展させるものであるとした。このことか
らスポーツが遊戯性を有しているのであれば、当然ながら、スポーツには競争性も持ち合
わせていることになる。
競争を伴った遊びが、スポーツとなるためにはそれが身体活動性を有していなければな
らない。スポーツ宣言にもあるように、「スポーツは身体活動である」ことはスポーツを成
立させる条件であるといえる。人間の諸活動のなかでどの程度を身体活動とするかは一概
にはいえない。なぜなら、スポーツはその生まれた背景や地域社会、価値観や考え方によ
って多様であり、その基準となるものが見当たらないからである。しかしながら、おおよ
そ遊戯性や競争的な性格を持ち合わせた身体活動をスポーツととらえることができるであ
ろう。
そして、スポーツに競争が伴うならば、スポーツマンシップの精神に基づかなければな
らない。競技会の選手宣誓にもたびたび登場しているこのフレー ズは、もとは主として「狩
猟家の腕前 (技量)」 を意味していたが、19世紀後半のイギリスのパブリック・スクール
や大学などのエ リー ト教育のなかにおいて、人間としての精神的資質や礼儀作法などが求
められるようになり、いつしか倫理性や道徳性を意味する言葉となつた。スポーツマンシ
ップとは、「各種目に共通したエチケット (行動規範)の基本であり、具体的には『感情の
抑制、相手や仲間への思いやり、勝負にこだわり過ぎない心、フェアプレイ』をいうもの
である」441とぃぅものであり、フェアプレイとは「ルールを守る、相手を尊重する、マナ
ーが良い」ことをいう。すなわち、競争性による勝敗への欲求を倫理ないし道徳規範に基
づく行動がスポーツに求められているのである。
このように、スポーツはその語源に実生活から離れた空間における気晴らしの遊びを意
味しており、1968年の「国際体育スポーツ協議会」におけるスポーツ宣言のなかで定義さ
れた。その定義からスポーツには遊戯性、競争性、身体活動性、倫理・道徳性の性質があ
ることが理解できる。現在、われわれの周りには多くのスポーツが存在し、オリンピック
競技に認定されている400種類を大きく超えて存在しているといわれている。それらのス
ポーツはすべて倫理・道徳規範に基づいた身体活動でなければならないが、遊戯性と競争
性のバランスによつて特徴づけることができる。例えば、プロスポーツは勝利を第一義的
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に目指しているため遊戯性は弱く、競争性が強いといえる。逆に楽しむようなスポーツ、
例えば、レジャースポーツなどは遊戯性が強く、競争性が弱いといえる。
しかしながら、生涯スポーツはもう少し広義にとらえた方が良いと考える。とくに、競
争性は柔軟に考えるべきである。生涯スポーツは実践する人によって多様であり、その人
が何を求めているかでスポーツ活動も自ずと違うものになる。極端にいえば4つの性質の
うち遊戯性と競争性の2つの要素がそろわなくても、その個人のなかでスポーツとして成
り立つのではないだろう力ち 例えば、登山のように登頂の達成感や爽快感を味わうことを
目的としている場合などには競争性は見られない。「主体的条件に応じたスポーツ活動の
選択」の範囲は個に応じて多様であり、そのスポーツ活動の内容は広義でなければ呼応で
きないと考えられる。
第2項 スポーツと文化理解の変容
先にも述べたが、スポーツは世界中で普遍的な文化現象の一つであることは疑う余地は
ない。しかし、スポーツの歴史のなかで文化として認められたのはごく最近のことである。
むしろ、スポーツと文化は相容れないもので、両者は無関係であり、さらに、「スポーツは、
文化的に価値の高いものとして格付けされていないばかりか、逆に大衆化、特殊化、そし
て技術化による文化的退廃の現れ」45pでぁるという見解であった。すなわち、多くの人び
とがスポーツを取り巻く環境のなかで、人間よりも業績が重要であるとみなすことが文化
とかけ離れていると考えられたのである。また、スポーツは「暴力、弾圧、そして略奪精
神」の現出であり、危険を及ぼす可能性があるエネルギーのはけ口と考えられていた。
このようなスポーツを文化と認めない解釈をしている一人にホイジンガも挙げられる。
彼は、文化の起源をプレイのなかに求め、文化は根本的にプレイのなかでプレイとして発
展すると考えた。さらに、スポーツは組織イヒと絶え間ない訓練による強化によってプレイ
の要素が失われた、プレイの領域から遠ざかったものとして「スポーツは本来の文化過程
のかたわらに、それから逸れたところに位置を占めてしまった。本来の文化過程は、スポ
ーツ以外の場で進められてゆくのである」46yと述べ、文化がスポーツから離れたところで
進行していくと主張した。つまり、遊戯性より競争性が強くなってきたスポーツは、プレ
イのなかで生まれ、そのなかで発展していく文化とは相容れぬ存在になったといえる。
では、当時の文化とはどのようなものだったの力ヽ 「文化は規範として理解されていた。
それは教養であり、教養人の身分証明書であリレッテルであった。それは上質の演劇、一
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流の文学、クラシック音楽、つまり、いわば『 もつと高尚な文化』と同義語であつた」4)
とされていた。すなわち、文化は判断・評価・行為などの基準となるべきものであり、教
養人と非教養人を区別する機能を持っているといえる。文化とは、「上流の人びと」や「教
養ある階級」のものであり、社会的に彼らを他と識別させる一つの指標の役割を持つてい
たのである。
ホイジンガのようにスポーツを文化から除外する考えを持つ批判に対して、カール・デ
ィーム48pは歴史的な有識者や各分野の第一人者を例に挙げ、スポーツや運動が文化的な生
活の一部として存在していることを示した。例えば、「スポーツと音楽についても、ヴェル
ナー、エック、カール・オルフ、リヒャル ト・シュトラウスはスポーツを称えて作曲して
はいなかつたか」0と提示し、スポーツは「もつと高尚な文化」と関連していることを述
べており、スポーツには文化的価値はないという見解を根拠なきものにしたのである。
スポーツの文化的価値における文化的退廃の見解と文化的認知をめぐる努力は、「一方
では、スポーツはいわれもない思い上がりをしているとか、詐欺だとまで解釈される。他
方ではまさにこの要求こそ正当なものであることが証明されようとする」50pとされ、両者
の見解は相反するものであり、その論点は伝統的な文化理解にあると考えられる。つまり、
何が文化に属するものといえるのかそうでないかは規範的な考えに基づいて論じられてお
り、この規範的な考えこそが文化の規準なのである。
しかし、この文化概念は大きく変化することになる。グルーペは「1960年代に至るまで
有効だつた規範的な文化理解に代わつて、われわれは今日むしろ記述的理解と関わつてい
る。すべてが文化になり、したがつて文化は一定の生活領域ならびにその特殊性を表す一
種のおおまかな方向づけの尺度であることにより、スポーツも文化の一部、ないしは文化
的な(日1粉生活の一部なのである」50と述べている。すなわち、それまで文化とは規範的で
高尚なものとされていた理解が、見聞したことや事実そのものが文化であると理解される
ようになつた。新たな文化の理解では、生活のなかの全ての人間の行動、現象、事柄が文
化であり、スポーツもその一部であるとされた。スポーツは身体文化の一部、プレイ文化
の一部、運動文化の一部とみなされ、独自の文化領域であると考えられるようになつた。
その結果、それまで教養人と非教養人を識別する高尚な文化は、生活領域に統一化され、
均等化され、文化理解の格差がないものへと変容したのである。つまり、スポーツは文化
的により良い高尚なものへと洗練されたものになつたわけではなく、スポーツの見極めが
つかない量的な普及と文化の規範的な理解から記述的な理解へと変容したことによって一
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つの文化現象として発展したのである。
しかしながら、文化理解の変容によってスポーツの全てが文化であるならば、文化とし
てのスポーツはどのようにして「教育の手段」となり得るのであろう力、 それはスポーツ
の価値であると考えられる。
第3項 スポーツの価値
スポーツは文化現象であり、多様なスポーツを行う人びとに多様な経験とそれに結びつ
いた多様な意味を持たせている。先に述べたようにスポーツは文化であることは疑う余地
はない。文化概念の理解が規範的なものから記述的なものへと変容することによつてスポ
ーツも文化となりえたのである。そして、生活のなかにもスポーツ化といえるフレー ズを
耳にすることがある。例えば、「正々堂々」とか、「フェアに努める」であるとかは人間の
営みにおいて何らかの基準をつくるようにもなっている。確かにスポーツは文化であり、
スポーツと文化の間に境界を定めるものはなくなり、伝統的な文化理解は失われていつた。
しかしながら、スポーツは記述的理解のもと広く文化としてとらえられているものの、そ
こには規範的な考えが残つていると考えられる。さらに、人びとはスポーツ活動において、
規範的な行動とそうでない行動を意識的に分別することができ、スポーツにそれは常に求
められているように感じる。そのようなスポーツのなかで、人びとにとってより好ましい
スポーツとはいったいどのようなものであろう力Ъ
グルーペは「スポーツの理念は適切な意味基準と結びついていなくてはならない」とし、
「固定したルールに表される特徴としての達成度、記録、競争のような尺度だけでなく、
明文化されていないルールや理念のな力ヽ こある尺度、例えばフェアな態度だとかプレイ、
さらにはまた、そもそも『スポーツマンらしい』とは何か、について表象として存在する
尺度なども、適切な意味基準と独自の尺度のなかに入る」5'と述べた。つまり、スポーツ
の理念はスポーツを行うことによる達成感、記録、競争だけでなく、明文化されない規範
行動もスポーツのアイデンティティの一部であり、スポーツを意味づけていると理解でき
る。スポーツを行ううえで、人びとは何が適切で、何がフェアであるかを理解しなければ
ならず、スポーツの意義を考えるとともに文化的な価値と関連させることが必要なのであ
る。
グルーペは「スポーツの特別な (文化的)価値」を「スポーツは、単に楽しみ、リラッ
クス、喜び、安寧、そして人間的なつき合いを提供するだけでなく、自分に課題を立て、
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少しでもスポーツの腕が上がることを自分に要求したり、とくにすぐれた成績に挑戦した
りして、自分の行為自体のなかで自分自身を決定できる機会を与えようという、いわば現
代に生きる人々に対する一つの申し出になつているらしい、という点である」と述べてい
る。すなわち、スポーツは経験・体験による知覚や社会的接触だけでなく、自己形成の欲
求や競争への欲求などに対して、その行為のなかで自己決定できる機会を提供している点
に価値があるとした。また、スポーツにおける自己決定の際には規範に伴う自己制御が必
要であるとした。スポーツでは、成績を上げるために手段を選ばず、どのような行動を選
択しても良いわけではない。すべてのスポーツ活動は規範的な考えに支えられなければな
らず、競争を伴うスポーツにおいてはなおのことであり、それに基づいてはじめてスポー
ツに文化的価値を見いだせるのである。
さらに、岡野はスポーツには社会的な価値もあると考えた 5め。スポーツの特性を身体機
能の発達、スポーツマンシップやフェアプレイ精神の育成、メンタルタフネス (意欲、積
極性、自信、忍耐力など)の助長、豊かな人間関係の構築としている。これらは青少年の
欲求不満やストレスを発散させる効果や複雑な人間関係における良好な対人関係を結ぶな
ど社会的問題の解決にも関連があると考え、身体機能の回復、生き甲斐としての自由時間
の健全な活用、失いがちな人間の主体性の回復など、スポーツには多くの価値を認めるこ
とができるとした。つまり、スポーツには人間が生活していくうえでより豊かに生きてい
く契機を与え、社会的にも価値があるといえる。
このことから、スポーツは文化的にも社会的にも価値があり、経験や体験から得られる
楽しさや安寧だけでなく、規範のもとで自発的に自己の欲求に対して行うスポーツのなか
で自己決定できる機会を提供してくれるものである。そして、人間としてよりよく生きよ
うとする普遍的価値を内包していると考えられる。
第4項 まとめ
本節のまとめとして、文化的な視点からスポーツを論じる。スポーツは、その語源から
日常生活から離れた気晴らしや娯楽を意味しており、1968年のメキシコ・オリンピック大
会時に開催された「国際体育スポーツ協議会」におけるスポーツ宣言のなかでは定義され
た。スポーツには、遊戯性、競争性、身体活動性、道徳・倫理性の性質があり、これらの
要素を含むものがスポーツであるといえる。しかし、生涯スポーツにおいて、多様な人び
とが主体的条件に応じたスポーツ活動を選択するため、その実践には必ずしも競争性を有
していなくても成り立つと考えられる。
今でこそスポーツは文化であることは周知の事実だが、長い歴史のなかでスポーツは文
化とは認められておらず、文化的退廃とまでいわれていた。当時の文化とは教養人とそう
でない人を識別するレッテルのようなものであり、規範として理解され高尚なものである
教養とされていた。そのため、スポーツと文化は相反する存在であつたが、時代の流れと
ともに文化概念が規範的理解から記述的理解へと変容していつた。つまり、生活のなかの
全ての人間の行動、現象、事柄が文化であるとされ、スポーツは文化として理解されるよ
うになる。このようにスポーツは文化の一部となつたのであるが、文化としてのスポーツ
とはどのようなもの力Ъ
文化概念から伝統的な規範的理解は失われたが、スポーツにおいて規範的な考えはスポ
ーツ自体の尺度として存在し、アイデンティティの一部にみなされた。すなわち、人びと
はスポーツ行為において、より好ましい行為を認識する判断を達成度や記録、競争に求め
たのではなく、明文化されない規範的行動に求めたのである。規範的行動のもとでスポー
ツ行為は人々に受け入れられ、スポーツの価値が表れるのである。その文化的価値とは、
スポーツが単に楽しみや喜び、人間の結びつきを提供しているのではなく、自己形成の欲
求や競争への欲求などに対して自己決定できる機会を提供していることである。また、そ
のほかにもスポーツにはその特性から人がより良く生きていくことへの契機を与えるなど
普遍的な価値があると理解できた。
このように、文化理解が変容しようとも、スポーツには規範的な考えが根底にあり、ス
ポーツ活動によつて自己決定の能力を育成することができる。すなわち、文化は規範に依
拠した行動や振る舞いによつて、はじめて社会的に価値のあるものと認められ、それこそ
が人びとがより良く生きようとする普遍的価値を持つ文化現象と呼ぶにふさわしいものな
のである。
第2節 スポーツの享受の原理
スポーツは歴史的背景により文化として理解されるようになり、文化的にも社会的にも
価値があり、人間がよりよく生きてようとする普遍的価値を内包していることが理解でき
た。そして、このような文化としてのスポーツを享受することが生涯スポーツの実現を目
指す学校体育の役割であると導き出した。
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ここでは、文化としてのスポーツが学校体育においてどのように人間形成と関わりを持
つのかを明らかにしていくためにも、まずスポーツの享受について考察していく。また、
関根が主張したように理念を実践へとつなぐ原理を検討することが必要であることから、
生涯スポーツ教育論の理念を明ら力ヽ こし実践に導くための原理を考察していく。
第 1項 スポーツの享受とは
学校体育では生涯スポーツの実現を目指しており、そのために教育すべきことはスポー
ツの享受であることからスポーツを享受できる人間の形成に努めなければならない。友添
は「どのようなスポーツやスポーツ文化を増Jっていくのかは、とりもなおさず、どのよう
な文化や社会を創つていくかに通じる問題であるために、そこに生きる人間に対して、ど
のような人間像を描くのかが問われざるを得ないのである」50と述べた。すなわち、これ
を生涯スポーツに置き換えて考えれば、生涯スポーツの社会を創つていくことは、その社
会で生きる生涯スポーツの実践者をどのようにイメージし、育成していくのかということ
と考えられる。先に述べたように生涯スポーツ概念が実践と結びついていないのは、実践
に結びつく原理が明確ではないからであり、その原理を導き出すことが求められる。「スポ
ーツの享受の原理」は学校体育で教育すべきものであると考え、そのためには「スポーツ
の享受」について明らかにしていく必要がある。では、スポーツの享受とはどのようなこ
とを意味するのであろう力、
森田らによると、「享受」とは「よりよく生きるうえでの普遍的価値を見いだす行為であ
る」5めとしてぃる。人類の普遍的価値とは、人間としてよりよく生きる・生きていくこと
の具現化すべき状態であることから、「スポーツの享受」とは「文化としてのスポーツにお
いて普遍的価値 (人間らしさ)を見いだす行為」であるといえる。文化としてのスポーツ
における普遍的価値をスポーツの性質である遊戯性、競争性、身体性から明ら力ヽ こしてい
くことにする。
前述したように、遊びの本質は人びとを夢中にさせる楽しさや喜びである。ホイジンガ
は遊びのなかで緊張を解こうとする努力があることを主張し、その緊張のなかで遊ぶこと
によりさまざまな能力が試されるとした。さらに、遊びには闘争と表現の機能があり、遊
びが闘争をつくり、人間を鍛え、その闘争を表現するためにさまざまな工夫を凝らし発展
させるものであるとした。すなわち、遊びの機能である闘争と表現によって、人間は努力
をして発展することができるのである。また、森田らは「人間は生きるために努力をし、
また、同時に自分の好む世界 (芸術、スポーツ、文学など)の中で、快感情を求め努力す
る存在」であるとし、人間がよりよく生きようとするために努力をする契機は、自己の興
味・関心のある環境の下で得られる快感情を求めているからであり、人間としての基本的
な行動様式であると述べた。したがって、遊戯性の性質をもつスポーツ活動における普遍
的価値はこの「快感情」を獲得することと考えられる。千駄らはスポーツ実践において人
間の感じる「快」の種類を「親和」、「達成」、「承認」、「理解」、「向上」、「挑戦」、「優越」、
「爽快」に分類し、スポーツ文化の本質的な価値に触れるということは、このような「快」
を獲得することであり、「快」の獲得に向けて取り組んでいることがスポーツ文化を享受し
ていると考えた 50。
このように、スポーツの享受とは「楽しさ体験」による「快感情の獲得」であると理解
できる。また、スポーツの実践における楽しさ体験において獲得される快感情はよりよく
生きようとする人間にとつて重要なものであるが、競技スポーツから生まれる「挑戦」、「優
劣」などの楽しさだけを求め続けるのではなく、「親和」、「承認」、「理解」、「向上」、「爽快」
などの楽しさもバランスよく体験できることが重要であると森田は主張した。そして、楽
しさ体験のバランスを意識するとともに、自己の目的に応じて実践できるように再編成し
たり、スポーツという文化の発展につながるような楽しさ体験を模索したりすることも重
要であると主張した。
第2項 原理の分類
生涯スポーツの原理であるスポーツの享受とは「楽しさ体験」による「快感情の獲得」
であり、学校体育において教育すべきことはスポーツを享受することであると考えた。し
かしながら、成人のスポーツ実施率からみても生涯にわたる継続的な運動やスポーツの実
践には至っていないのが現状である。つまり、学校体育での実践が生涯スポーツの実践に
結びついていないのは、生涯スポーツの概念が教育論として不十分であるという指摘もあ
るように生涯スポーツ教育論として展開されていないからであろう。関根が理念を実践に
結びつけるためにはそれを媒介する原理が必要であると主張したことから、学校体育にお
いて生涯スポーツの実現を目指すための生涯スポーツ教育論の理念を明らかにし、実践に
導く原理を見いだすことが重要である。では、生涯スポーツ教育論の理念とは何であろう
力Ъ
生涯教育ではスポーツを他の文化から独立させることなくあらゆる人々の活動と結び
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つけ、スポーツと生涯教育全体を統合させることが重要であるとしている。つまり、生涯
教育は文化としてのスポーツを日常生活のな力ヽ こ取り入れ、新しい生活様式をつくること
により生涯にわたつて豊かな生活を送ることを目指していることから、生涯スポーツ教育
論の理念は、文化としてのスポーツにおいて普遍的価値を見いだす行為である「スポーツ
を享受する」ことであるといえる。その「スポーツを享受する」社会の一例として、近年
のランニングブームを挙げてみたい。
ランニングを行う目的は人それぞれであり、ある人は健康のために、ある人は競技大会
に向けて、またある人は気分転換や爽快感を得るために生活のなかで取り組んでいる。各
自の環境条件に応じてランニングをすることは、目的を果たすだけではなく生きがいを覚
えたり、生活の質を向上させたりしているといえる。そして、ランニングはいつしかブー
ムからライフスタイルに不可欠なものになりつつあり、地方自治体や行政も地域の市民マ
ラソンや都市型マラソンの大会を多くの観客や大会関係者、ボランティアのサポー トのも
とで開催し、その様子もメディアで放映されている。ランニングは単に走るだけではなく、
多くの地域の人びとや仲間と出会い、コミュニケーションをとる機会にもなり、個人と社
会をつなぐ生活様式の一部になつてきたのである。このようにスポーツが生活に取り込ま
れ、人生に大きな意味をもたらすことが「スポーツを享受する」ことであり、生涯スポー
ツ社会の目指すべき世界であろう。
この実現を目指すために理念を実践へと結びつけるための原理を目的的原理、内容的原
理、方法的原理とし、目的的原理は「快感情の追求」と「スポーツ観の形成」、内容的原理
は「スポーツ実践の基盤となる身体づくりとその方法」と「スポーツ文化の理解」、方法的
原理は「創造的参入」であると考え、これらの原理を図式化した (図4)である。
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図4 スポーツを享受する原理
図4はスポーツを享受する原理を表しており、理念が原理に基づいて実践に至ることを
意味している。ここで、各項目について考察していく。
①快感情の追求 (目的的)
多くのスポーツは遊びから生まれ、スポーツが遊戯性の性質を持つことから運動やス
ポーツを実践するときには楽しさ体験から獲得される1央感情を大切にしなければなら
ない。遊びの本質は人びとを夢中にさせる楽しさや喜びであり、これらを求めようとす
ることは人間の基本的な行動様式である。つまり、人間は楽しさ体験から快感情を獲得
することで新たに快感情を獲得することに価値を見いだし、それを求めると考えられる
ことから文化としてのスポーツにおいて人間らしさを見いだす行為の目的的原理であ
ると考えた。
②スポーツ観の形成 (目的的)
人間がスポーツにおいて快感情の追求していく場合、社会的にも価値あるものにしな
ければならず、そのためにはその過程において規範意識がなければならない。スポーツ
目的的原理
内容的原理
方法的原理
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の実践やその結果によって生じる快感情を獲得することだけを優先して行動すれば、そ
の行為から人間にとって普遍的価値を見いだすことは難しいのではないだろう力Ъ スポ
ーツにおいて人々はより良いスポーツを規範的な行動に求めており、意識的に分別して
いる。つまり、自己の行動に責任を持ち、規範意識に基づいた判断ができるようになる
ことはスポーツを享受する目的的原理であるといえる。
③スポーツ実践の基盤となる身体づくりとその方法 (内容的)
多様な運動やスポーツにおいて身体性は前提である。スポーツ活動において主体的条
件でもある身体機能は、性、年齢、運動・スポーツ歴などいくつかの要因によつて影響
され、また個人差もあるため自らの身体機能を把握しておく必要がある。粂野らが主張
した「スポーツの適時性」"にもあるようにスポーツを実践していくうえで、その実践
に適した身体機能が必要であり、そうでなければスポーツ障害を引き起こす原因にもな
り得る。豊かなスポーツライフを実現するためには身体機能を向上させることが必要で
あるとともに、スポーツ実践における運動の量や頻度をコントロールできる知識や能力
も必要になると考えられる。
④スポーツ文化の理解 (内容的)
生涯にわたつて豊かなスポーツライフを実現するうえでスポーツの歴史、文化的特性
や現代スポーツの特徴などについて理解することには大きな意義があるといえる。つま
り、単に運動やスポーツを受動的に楽しむだけでなく、主体的に楽しむためにはスポー
ツがどのような発展や変化をとげてきたか、技術や戦術はどのように進歩したのか、ル
ールや用具にはどのような背景があるのかなどを理解することが求められる。そうする
ことでよリスポーツの特性に触れることができ、多様なスポーツの醍醐味を体験できる
ことができると考えられる。
⑤創造的参入 (方法的)
スポーツを享受することは楽しさ体験による快感情の獲得であるが、快感情を獲得す
ることだけでは生涯にわたつてスポーツを実践していくには至らないと考えられる。森
田らは「その時点におけるスポーツ文化に固執することなく、与えられた環境の変化・
状況を認識したうえでの新文化をも志向する随J造的参入』でなければならない」とし、
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「与えられた環境条件を総合的に分析・把握したうえで、いかなる普遍的価値に着日し
て、伝承のスポーツをどう変化させるべきか、あるいはどのように新文化を生成するベ
きかを求め、実践できることが必要であろう」5♪ と述べた。すなわち、楽しさ体験によ
つて獲得された快感情 (理解)を自らの日常生活のなかでスポーツを実践 (表現)して
いくためには、その環境条件に応じたスポーツに変化させ、新しい文化を生成 (創造)
し、そのなかで実践することで自己の興味 0関心が求める快感情を獲得することが必要
であることから「創造的参入」を方法的原理とした。
第3項 まとめ
先に述べたように、生涯スポーツの理念と実践を結びつけるためには原理を明ら力ヽ こす
る必要があり、それは「スポーツ享受の原理」、「スポーツ支援の原理」、「循環の原理」で
あると理解できた。そのなかでも生涯スポーツの実現に向けて学校体育で教育すべきは「ス
ポーツの享受」であると考えた。友添は、どのような文化や社会を創っていくかは、そこ
に生きる人間をどのように形成していくかであると述べている 5υことから、生涯スポー
ツ社会を実現していくことは生涯スポーツの実践者を明らかにするであり、その実践者と
は「スポーツの享受」ができる人間であるといえる。
「享受」とは、よりよく生きるうえでの普遍的価値を見いだす行為であり、人類の普遍
的価値とは、人間としてよりよく生きる、生きていくことの具現化すべき状態である。そ
して、「スポーツの享受」とはスポーツ文化においてよりよく生きる普遍的価値を具体的に
実現することを意味している。そのスポーツ文化の普遍的価値とは楽しさ体験であると森
田らは考え5∂、楽しさ体験によつて獲得される「快感情」の内実を具現化したものであり、
また獲得される快感情は偏つた「快」だけではなく、バランスよく楽しさを経験すること
も重要であるとした。つまり、「スポーツの享受」とは「快感情の獲得」であるといえ、豊
かなスポーツライフの実現を目指す学校体育において教育すべきことはスポーツの享受で
あると考えた。しかし、生涯スポーツの概念は教育論として不十分であるという指摘もあ
ることから生涯スポーツ教育論として理念、原理、実践をとらえることが重要であり、そ
の理念はスポーツを享受すること導き出した。この理念を実践に結び付ける原理を目的的
原理、内容的原理、方法的原理と分類し、これらの原理に基づいた教育が必要であると考
えた。
目的的原理として「快感情の追求」と「スポーツ観の形成」を示した。人間は生きるた
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めに努力するとともに自己の興味・関心のある環境のもとで快感情を求める努力をするこ
とから人間としての基本的な行動様式であるといえる。また、スポーツ活動を個人的にも
社会的にも価値あるものとしていくためにはスポーツ観の形成が必要である。スポーツに
は競争性もあるため、そこには規範的行動が求められる。スポーツ活動により「快感情」
を求める場合でも、その過程においてモラルが必要となると考えた。
内容的原理として「スポーツ実践の基盤となる身体づくりとその方法」と「スポーツ文
化の理解」を示した。多様なスポーツ活動において身体性は前提であり、身体機能にはい
くつかの要因や個人差がある。自らの身体の把握と正しい知識を身に付けておけば、怪我
やスポーツ障害もなく、豊かなスポーツライフを実現することができるといえる。また、
生涯にわたつて豊かなスポーツライフを実現するうえでスポーツの歴史、文化的特性や現
代スポーツの特徴などについて理解することには大きな意義があり、単に運動やスポーツ
を受動的に楽しむだけでなく、主体的に楽しむことでよリスポーツの特性に触れることで
多様なスポーツの醍醐味を経験できるものと考える。
方法原理として 晴1造的参入」を示した。「快感情」の獲得だけでは生涯スポーツの実現
には至ることはなく、それまでのスポーツを自己の環境条件に適応したスポーツに変化さ
せ、新しい文化を創造し、そのなかで自己の求める快感情を獲得していく「創造的参入」
でなければならないと考えた。
このように、生涯スポーツ教育論としての理念である「スポーツを享受する」を実践し
ていくためには、学校体育において目的的原理の「快感情の追求」と「スポーツ観の形成」、
内容的原理の「スポーツ実践の基盤となる身体づくりとその方法」と「スポーツ文化の理
解」、方法的原理には 晴J造的参入」に基づいた教育を展開しなければならないと導き出し
た。
そこで次章では、生涯スポーツの社会を実現していくうえで、小学校、中学校、高等学
校における学校体育において獲得される快感情、スポーツ観の形成、スポーツ実践の基盤
となる身体づくりとその方法、スポーツ文化の理解、創造的参入がどのように教育されて
いくのかを各学習指導要領などから読み取ることにより明ら力ヽ こしていくこととする。
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第3章 生涯スポーツからみた各学校段階の位置づけ
平成20年1月の中央教育審議会答申5つにおいて、学習指導要領改定の基本的な考え方
が示されるとともに、小学校。中学校・高等学校保健体育科の改善の基本方針が示された。
体育については「体を動かすことが、身体能力を身に付けるとともに、情緒面や知的な発
達を促し、集団的活動や身体表現などを通じてコミュニケーション能力を育成することや、
筋道を立てて練習や作戦を考え、改善の方法などを互いに話し合う活動などを通じて論理
的思考をはぐくむことにも資することを踏まえ、それぞれの運動が有する特性や魅力に応
じて、基礎的な身体能力や知識を身に付け、生涯にわたつて運動に親しむことができるよ
うに、発達の段階のまとまりを考慮し、指導内容を整理し体系化を図る」としている。ま
た、武道については「その学習を通じて我が国固有の伝統と文化に、よリー 層触れること
ができるよう指導のあり方を改善する」と示された。この方針を踏まえて、小学校では生
涯にわたつて運動に親しむ資質や能力の基礎を培い、中学校では生涯にわたつて豊かなス
ポーツライフを実現する基礎を培い、高等学校では生涯にわたつて豊かなスポーツライフ
を実現する資質や能力を育成する観点から指導内容の明確化を図つていることから、各学
校段階でどのような内容を身に付けることをねらいとしているのかを考察していく。
第 1節 小学体育における生涯スポーツの観点
ここでは、小学校の段階における楽しさ体験によつてどのような快感情の獲得を目指す
べきか、また、スポーツ観の形成、スポーツ実践の基盤となる身体づくりとその方法、ス
ポーツ文化の理解とはどのようなものかを小学校学習指導要領解説体育編 50から読み取
り、明らかにしていくこととする。
体育科の目標は、小学校教育の中で体育科が分担すべきものを示しており、体育科の学
習指導を方向づけるものである。また、教育活動全体を通じて行う「体育・健康に関する
指導」の方向を示すものであり、小学校体育科では以下の目標が示された。
心と体を一体としてとらえ、適切な運動の経験と健康・安全についての理解を通して、
生涯にわたつて運動に親しむ資質や能力の基礎を育てるとともに健康の保持増進と体
力の向上を図り、楽しく明るい生活を営む態度を育てる。
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この目標では、「楽しく明るい生活を営む態度を育てる」ことを体育科の究極的な目標と
して目指しており、「生涯にわたつて運動に親しむ資質や能力の基礎を育てる」、「健康の保
持増進」、「体力の向上」の3つを具体的な目標に掲げ、相互に関連を持たせることをねら
いとしている。さらに、その目標を達成すべく「適切な運動の経験」と「健康 。安全につ
いての理解」を教育の内容に位置づけている。
「適切な運動の経験」では、「児童が′い身の発達的特性にあつた運動を実践することによ
つて、運動の楽しさや喜びを味わうことである。このような経験を通して、児童の運動に
対する親しみを育てるとともに、全人的な発達を目指している。したがって、児童の運動
への能力・適性、興味 。関心等の状況に即した指導が、意図的、計画的に展開されること
が大切である」とされた。また、昨調議 安全についての理解」では、主として第3学年・
第4学年及び第5学年・第6学年の保健領域に関連したねらいが示された。
さらに、体育科の目標を踏まえて第1学年から第6学年までに身に付けさせたいものを、
第 1学年及び第2学年、第3学年及び第4学年、第5学年及び第6学年の低・中・高の3
段階で示している。各段階の当該学年で身に付けさせたい快感情、スポーツ観の形成、ス
ポーツ実践の基盤となる身体づくりとその方法、スポーツ文化の理解を目標や体育分野の
内容から明らかにしていくこととする。
①低学年 (第1学年及び第2学年)における目標は、(1)簡単なきまりや活動を工夫し
て各種の運動を楽しくできるようにするとともに、その基本的な動きを身に付け、体力を
養 う、(2)だれとでも仲よくし、健康・安全に留意して意欲的に運動する態度を育てるで
あり、運動を楽しく行つていくなかで、基本的な動きを身に付けることと体力の養成を図
ることを目標に示し、協力や公正などの態度、健康・安全に関する態度及び意欲的に運動
をする態度の育成をねらいとしている。
体育科の運動領域は、「体つくり運動」曙鞠え・器具を使っての運動遊び」「走・跳の運動
遊び」「水遊び」「ゲーム」及び「表現リズム」であり、各領域では運動を楽しく行い、基
本的な動きができるようにすること、きまりを守り仲よく運動をしたり、勝敗を受け入れ
たりすること、遊び方や運動の仕方、踊り方を工夫できるようにすることなどが挙げられ
ている。運動を楽しく行うには、まず、運動の特性や基本的な動き方を身に付ける (わか
る、できる)ことが必要であり、その過程において力いつぱい活動することにより体を動
かす心地よさを感じることができることから、「理解」と「爽快」の獲得を目指していると
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いえる。また、「各種の運動において順番やきまり守って仲よく運動するなどの態度の育成」
を目指すことから「親和」の獲得も考えられる。スポーツ観の形成については、順番やき
まりを守ったり、協力したりする態度の育成が求められている。スポーツ実践の基盤とな
る身体づくりとその方法については、基本的な動きを身に付けるとともに体力を養 うこと
を目指し、身体的にも未発達な時期であり、また個人差も大きいことから身体の特定の部
位に負担がかからないように運動を行うことが望ましい。そして、スポーツ文化の理解に
ついては、低学年の内容は運動遊びであり、スポーツの特性を学ぶ準備段階であるといえ
る。
②中学年 (第3学年及び第4学年)における目標では、(1)活動を工夫して各種の運動
を楽しくできるようにするとともに、その基本的な動きや技能を身に付け、体力を養 う、
(2)協力、公正等の態度を育てるとともに、健康・安全に留意し、最後まで努力して運動
をする態度を育てる、(3)健康な生活及び体の発育・発達について理解できるようにし、
身近な生活において健康で安全な生活を営む態度や能力を育てるであり、とくに、運動を
楽しく行うことと動きや技や技能の習得や体力の養成を図ろうとしており、低学年と同じ
態度と最後まで努力して運動する態度などをねらいとしている。また新たに保健領域のね
らいも示された。
体育科の運動領域、「体つくり運動」「器械運動」「走・跳の運動」「浮く・泳ぐ運動」「ゲ
ーム」及び「表現運動」である。各領域では運動を楽しく行い、基本的な動きができるよ
うにすること、きまりを守り仲よく運動したり、勝敗を受け入れたりできるようにするこ
と、自己の能力に適した課題を持ち、動きを身に付けるための活動や競争の仕方、練習や
発表の仕方を工夫できるようにすることなどが挙げられ、低学年と関連した内容や中学年
に相応しい態度や発展したねらいも付け加えられた。低学年と比較すると、日標や各内容
のねらいなどは中学年として発展しているものの、獲得される快感情の種類は低学年に引
き続き、「理解」「爽快」「親和」の獲得であると考えられる。スポーツ観の形成ついては、
運動の場面における協力や公正は、仲よく運動したり、きまりを守つたり、勝敗を受け入
れたりする態度などを目指している。スポーツ実践の基盤となる身体づくりとその方法に
ついては、各種の運動を取り上げるに当たつて、中学年児童の体力の養成に十分留意する
ことが望ましい。そして、スポーツ文化の理解については、ゲームを行うための簡単なル
ールを理解することを目指している。
③高学年 (第5学年及び第6学年)における目標では、(1)活動を工夫して各種の運動
の楽しさや喜びを味わうことができるようにするとともに、その特性に応じた基本的な技
能を身に付け、体力を高める、(2)協力、公正などの態度を育てるとともに、健康 。安全
に留意し、自己の最善を尽くして運動をする態度を育てる、(3)心の健康、けがの防止及
び病気の予防について理解できるようにし、健康で安全な生活を営む資質や能力を育てる
であることから、各種の運動の楽しさや喜びを味わうことができるようにするとともに、
各領域運動の特性に応じた基本的な技能の習得と体力を高めることに向けた練習の仕方な
どの工夫を必要とし、さらに自己の最善の努力を尽くして運動する態度なども新たなねら
いとして示された
体育科の運動領域では、「体つくり運動」「器械運動」「陸上競技」「水泳」「ボール運動」
及び「表現運動」であるが、各領域でのねらいは中学年とあまり変わっていないことから、
獲得される快感情は中学年と同種類であるといえる。スポーツ観の形成については、中学
年と同様の態度の育成を目指している。スポーツ実践の基盤となる身体づくりとその方法
については、高学年から運動を楽しく行うなかで体力を高めることを目指しており、体力
の高め方に関する理解がある程度できるようになっていることを考慮して、「体つくり運
動」で意図的に体力を高める指導を行うように示された。スポーツ文化の理解については、
中学年よりも高度な技能や戦術の習得を目指している。
このように生涯スポーツの観点から、小学体育で獲得される楽しさ体験による快感情に
ついては「理解」「爽快」「親和」であると考えた。また、スポーツ観の形成については、
低学年できまりR・順番を守ることや、中学年・高学年で協力・公正の態度の育成が示され
ている。スポーツ実践の基盤となる身体づくりとその方法については、低学年では基本的
な動きを身に付けるとともに、中学年では動きや技能を習得するとともに体力を養い、高
学年では基本的な技能を習得するとともに体力を高めると示されており、低学年、中学年
ではとくに発達課題に応じた運動を、高学年では体力の高める運動に関する形成があると
判断し、適切な負荷での運動を行うことが目指されている。そして、スポーツ文化の理解
については、低学年ではスポーツの準備期であり、中学年では簡単なルールでゲームを行
い、高学年ではより高度な技術や戦術の習得をねらいとしていることが理解できた。
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第 2節 中学体育における生涯スポーツの観′点
ここでは、中学校の段階における楽しさ体験によってどのような快感情の獲得を目指す
べきか、また、スポーツ観の形成、スポーツ実践の基盤となる身体づくりとその方法、ス
ポーツ文化の理解とはどのようなものかを中学校学習指導要領解説体育編 59から読み取
り、明らかにしていくこととする。
保健体育科の目標は、中学校教育の中での保健体育科の特性を総括的に示すとともに、
小学校の体育科及び高等学校の保健体育科との関連で、中学校としての重点や基本的な指
導の方向を示したものであり、中学校保健体育科では以下の目標が示された。
心と体を一体としてとらえ、運動や健康・安全についての理解と運動の合理的な実践
を通して、生涯にわたって運動に親しむ資質や能力を育てるとともに健康の保持増進の
ための実践力の育成と体力の向上を図り、明るく豊かな生活を営む態度を育てる。
この目標では、小学校体育科の究極的な目標である「楽しく明るい生活」から「明るく
豊かな生活」を営む態度を育てるとして、生涯にわたって健康を保持増進し、豊かなスポ
ーツライフを実現することを目指し、「生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の育成」,
「健康の保持増進のための実践力の育成」及び「体力の向上」の具体的な目標が相互に関
連していることを示し、保健体育科の重要なねらいであるとした。
体育分野の目標については、小学校からの接続と発達段階のまとまりに応じた指導内容
の体系化から、第 1学年及び第2学年と第3学年に分けて示された。それぞれの段階の学
年で身に付けさせたい具体的な快感情を目標や体育分野の内容から明ら力ヽ こしていくこと
とする。
①第1学年及び第2学年における目標では、(1)運動の合理的な実践を通して、運動の
楽しさや喜びを味わうことができるようにするとともに、知識や技能を身に付け、運動を
豊力ヽ こ実践することができるようにする、(2)運動を適切に行うことによって、体力を高
め、心身の調和的発達を図る、(3)運動における競争や協同の経験を通じて、公正に取り
組む、互いに協力する、自己の役割を果たすなどの意欲を育てるとともに、健康・安全に
留意し、自己の最善を尽くして運動をする態度を育てると示された。とくに運動の楽しさ
や喜びを味わうことが引き続き、体育の重要なねらいであることを示し、小学校高学年と
の接続を踏まえ、運動を豊かに実践するための知識や技能を身に付けることを重要とし、
適切な運動によつて体力を高め、心身のバランスのとれた発達を促すことから心身の調和
的発達を目指している。また、生涯にわたる豊かなスポーツライフの基礎を培うために、
競争や協同の経験を通してはぐくむ情意面から見た運動への愛好的態度として、「自己の
最善を尽くして運動をする態度」を育成することを目指している。
体育分野の領域は、「体つくり運動」「器械運動」「陸上競技」「水泳」「球技」「武道」「ダ
ンス」及び「体育理論」である。各領域では、目的に適した動きや技能を身に付けること
ができるようにし、記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わいながら、勝敗などを認め、
ルールやマナー、フェアなプレイを守ろうとすること、分担した役割を果たそうとするこ
とや相手を尊重したり、よさを認め合つたりすることなどの態度を育成することを目指し
ている。さらに、各種目の特性や成り立ち、技術の名称や行い方、伝統的な考え方や表現
の仕方、関連した体力の高め方などを理解し、課題に応じた運動の取り組み方を工夫でき
るように目指している。
小学校高学年との接続を重視した内容であるため、小学体育で獲得される快感情はもち
ろんのこと、技能の習得における記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わうことから「向
上」「優越」の快感情が獲得されると考える。また、分担した役割を果たそうとすることや
相手を尊重したり、よさを認めたりすることから「承認」の快感情も獲得されるといえる。
スポーツ観の形成については、自己の役割を果たすなどから社会性や規範意識に基づく運
動への価値観の形成が求められ、行動の意義などの態度を支える知識を理解さえることを
ねらいとしている。スポーツ実践の基盤となる身体づくりとその方法については、生徒一
人ひとりの心身の発達段階に応じて運動の質や量を適正なものとし、効果的に運動を行う
ことの大切さや運動の特性や魅力に触れるために必要となる体力を生徒自ら高められるよ
うにすることの大切さが示された。スポーツ文化の理解については、近代スポーツを経験
することからそのスポーツの特性、技術や戦術を学ぶことをねらいとしている。
②第3学年における日標では、(1)運動の合理的な実践を通して、運動の楽しさや喜び
を味わうとともに知識や技能を高め、生涯にわたつて運動を豊かに実践することができる
ようにする、(2)運動を適切に行うことによつて、自己の状況に応じて体力の向上を図る
能力を育て、心身の調和的発達を図る、(3)運動における競争や協同の経験を通じて、公
正に取り組む、自己の責任を果たす、参画するなどの意欲を育てるとともに、健康・安全
を確保して、生涯にわたって運動に親しむ態度を育てるであり、義務教育の終了段階にお
いて、生涯にわたつて運動を豊かに実践できるようにすることを目指している。そのため、
第3学年においては、これまでに身に付けた運動を行ううえでの知識や技能を高め、卒業
後に少なくとも一つの運動が継続できる基礎を培うことを目指していることが強調された。
また、第 1学年及び第2学年と同様に適切な運動が体力を高め、適切な運動を行うことに
よって心身の調和的発達を目指し、競争や協同の経験を通して社会的行動ができるように
し、情意面から見た運動に対する愛好的な態度を育成することを目指した。
体育分野の領域は、前段階の第 1学年及び第2学年と同様で、各領域についてもより発
展した、より深い内容やねらいが示され、生涯にわたつてスポーツを実践していくために
各種の運動に対して積極的・自主的に取り組む姿勢が求められた。ここでは、学習によつ
て技能や体力が向上する可能性があることに対して、それに向けて挑戦することの意義を
理解させ、発達段階や学習段階に適した課題設定や練習の進め方などを示すことによつて、
生徒が記録の向上、競争の攻防、演技や発表などに意欲を持つて取り組むと考えられる。
これにより、新たに「挑戦」の快感情が獲得されるといえる。さらに、り戦 することによ
り目標が達成されれば、意図的、計画的に努力することの重要性が理解でき、それにより
「達成」の快感情が獲得されると考えられる。
スポーツ観の形成については、仲間を賞賛するなどのマナーを大切にする意志を持たせ、
仲間と助け合つたり教え合つたりするなどの関わり合いながら、合意した役割に責任を持
つて自主的に取り組み、仲間の感情に配慮して合意形成を図ろうとする意志を持つことが
ねらいとされた。スポーツ実践の基盤となる身体づくりとその方法については、健康の保
持増進や体力の向上を図るだけでなく、目的に適した運動の計画を立て取り組むことがで
きるようにすることや体力の高め方を理解させ、スポーツ文化の理解については、第1学
年及び第2学年よりも専門的な技術、戦術を学ぶことをねらいとしている。
このように、中学体育における楽しさ体験により獲得される快感情については、新たに
「向上」「優越」「承認」「挑戦」「達成」があると考えた。スポーツ観の形成については、
規範的意識に基づく運動への価値観の形成が求められ、行動の意義などの態度を支える知
識の理解や仲間を賞賛するなどのマナーの育成などを目指している。スポーツ実践の基盤
となる身体づくりとその方法については、生徒個人の発達段階に応じた質や量の運動を効
果的に行うことの大切さや目的に適した運動の計画的な取り組み方や体力の高め方を形成
することをねらいとし、スポーツ文化の理解については近代スポーツを経験することから
合理的な実践によつてスポーツの特性、技術や戦術を学ぶことをねらいとしていることが
理解できた。
第 3節 高校体育における生涯スポーツの観点
ここでは、高等学校の段階における楽しさ体験によってどのような快感情の獲得を目指
すべきか、また、スポーツ観の形成、スポーツ実践の基盤となる身体づくりとその方法、
スポーツ文化の理解とはどのようなものかを高等学校学習指導要領解説体育編 60から読
み取り、明らかにしていくこととする。
「体育」の目標については保健体育科の目標を受け、これを「体育」としての立場から
具体化したものであり、小学校、中学校及び高等学校 12年間の一貫性を踏まえるととも
に、中学校第3学年との接続を重視し、高等学校における体育の学習指導要領の方向を示
したものであり、高等学校体育科では以下の目標が示された。
運動の合理的、計画的な実践を通して、知識を深めるとともに技能を高め、運動の楽
しさや喜びを深く味わうことができるようにし、自己の状況に応じて体力の向上を図る
能力を育て、公正、協力、責任、参画などに対する意欲を高め、健康・安全を確保して、
生涯にわたつて豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てる。
この目標では、義務教育を基礎とした高等学校段階において、卒業後に少なくとも一つ
の運動が継続できるようにし、生涯にわたつて豊かなスポーツライフの実現を図ることを
目指しており、これまで学習 した知識を深め、技能を高めることで、「運動の楽しさや喜び
を深く味わうこと」を体育の重要なねらいであることを示している。「運動の楽しさや喜び
を深く味わう」とは、技能を高めたり、作戦を立てたり、作品をまとめたりするなどの過
程を通して、仲間と適切な関係を築き、課題の解決を目指して取り組むことにより、その
運動の特性や魅力に深く触れることを示している。このことは中学校で示した「運動の楽
しさや喜びを味わう」ことを発展させたものであり、それぞれの運動が持つ特性や魅力を
経験し、個人の能力に応じて運動の楽しみ方や喜び方を学ぶ契機となることを示している
といえる。
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体育の領域は、「体つくり運動」「器械運動」「陸上競技」「水泳」「球技」「武道」「ダンス」
及び「体育理論」であり、各領域では、①技能、②態度、③知識、思考、判断が内容とし
て示されている。①技能では、主に、身に付けた技能や動きをより高めたり、新たな得意
技を身に付けたりして、攻防や動きの様相を高めて、記録や技に挑戦したり、簡易化され
たルールの制限を次第に正規に近い形で試合をしたり、発表したりできるようにすること
をねらいとしている。②態度では、中学校第 1学年及び第2学年において示された「積極
的に取り組む」こと、第3学年で示された「自主的に取り組む」ことを踏まえ、入学年次
は「自主的取り組む」こと、その次の年次以降は「主体的に取り組む」ことを情意面の目
標として示している。また、公正や協力への意志を持てるようにすることをねらいとし、
判定や結果にかかわらず仲間や相手を尊重したり、ルールやマナーの意義を踏まえる規範
行動を大切にしたり、学習課題に対して互いに助け合つたり教え合ったりするなど仲間の
学習を援助・支援することを目指している。そのなかで、責任や参画への意欲を持たせる
ようにしながら、仲間やチームに対して自己の役割を果たし話し合いを通じて合意形成に
貢献することもねらいとしている。③の知識、思考、判断では、体育理論との内容を踏ま
えながら、知識の理解によって運動の技能を身に付け、よリー 層理解と技能を関連させて
学習することをねらいとしており、学習した知識や技能を活用して、自己の課題に応じた
解決を求めている。さらに、自らの課題に加えて仲間やチームの課題にも視野を広げると
ともに、運動を継続するために必要となる課題の解決が求められることが強調された。
このように高等学校における体育場面においては小学校、中学校までの学習を踏まえ、
一過性の楽しさにとどまらず運動の特性や魅力により深く触れることを目指していること
から、小学校、中学校で獲得される快感情を高等学校でも獲得されるものと考える。スポ
ーツ観の形成については社会性や行動意識に基づく行動意欲の形成をねらいとし、活動の
なかで自己の責任を果たそうとする意欲を高めることを目指している。さらに、グループ
活動において共通の課題に対して自らの意見を伝えたり、仲間の意見を聞いたりすること
で仲間の感情に配慮して合意形成を図ろうとする意志を持ち、グループでの意思決定に参
画しようとする意欲を高めることをねらいとした。スポーツ実践の基盤となる身体づくり
とその方法については、体力を図る能力として、目的に適した運動の計画や主体的条件に
応じた運動の計画を立て取り組むことができるようにすることや運動に関連して高まる体
力やその高め方を理解することをねらいとし、スポーツ文化の理解については、スポーツ
の歴史的背景やルールの起源を理解できるようにするとともに用具や用品が変化し続けて
いることを理解できるようにすることを目指している。
これらのねらいには卒業後に少なくとも一つの運動が継続できるようにすることによ
って生涯スポーツの実践につなげることを期待していることがうかがえる。しかしながら、
このことは生涯スポーツを一義的にしか捉えておらず、実践しようとする人間の動機に十
分こたえることはできないのではないだろう力ゝ すなわち、一つの運動やスポーツを選択
して実践を継続させるのではなく、学校体育では日常生活において個人がスポーツとどの
ように関わつていくのかを学ぶべきであり、高校体育では生涯スポーツ社会を実現するた
めの原理に基づいた教育を展開することが重要であるといえる。
学習指導要領では、運動の実践によつて楽しさや喜びを味わい、各技能や自己に適した
攻防ができることをねらいとして示しているが、単に運動を実践するだけで必然的に楽し
さを味わえるものではないだろう。つまり、「スポーツの享受」ができる人間を育成してい
くためには、その原理である「快感情の追求」、「スポーツ観の形成」、「スポーツ実践の基
盤となる身体づくりとその方法」、「スポーツ文化の理解」、晴1造的参入」に基づいた学習
でなければならないといえる。
第4節 まとめ
本章のまとめとして、生涯スポーツにおける学校体育の役割について論じる。生涯スポ
ーツに向けた取り組みとして、小学校・中学校・高等学校の各段階において「スポーツを
享受する」理念を実践につなげるためにどのような内容の育成をねらいとしているかを各
学習指導要領解説の目標や運動に関する領域から読み取り、それらを整理するとともに運
動やスポーツにおける楽しさ体験から獲得される快感情の分類を行うとともに、スポーツ
観の形成、スポーツ実践の基盤となる身体づくりとその方法、スポーツ文化の理解につい
て明らかにした。
保健体育審議会答申 (平成 9年)「生涯にわたる心身の健康の保持増進のための今後の
健康に関する教育及びスポーツの振興の在り方について」6Dにおける「生涯にわたるスポ
ーツライフの在り方」において、児童期にあたる小学校低学年 0中学年は様々な基本的な
運動を習熟する時期であり、高学年から高等学校第3学年までは豊かなスポーツ経験をす
る時期であるとし、その後のライフステージにおけるスポーツ習慣の形成に大きく影響を
及ぼすとした。そして、高等学校学習指導要領解説保健体育編では、高等学校ではその中
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から少なくとも一つのスポーツに親しむ時期であるとされた。また、それぞれの時期では、
運動やスポーツに対して動きや意欲の育成、積極的に取り組む、自主的・主体的に取り組
むことをねらいとしている。
このような体系化された指導内容から生涯スポーツ教育論の原理に着目してみると、ま
ず楽しさ体験により獲得される快感情については、小学校では「理解」「爽快」「親和」、中
学校では「向上」「優越」「承認」「挑戦」「達成」があると考え、高等学校では系統された
学習によりそれらがバランスよく獲得することが望ましいと考える。
スポーツ観の形成については、小学校では具体的な遵守事項に対しての行動形成を、中
学校では社会性や規範意識に基づく運動への価値観の形成を、高等学校では社会性や規範
意識に基づく行動意欲の形成と参画における合意形成を目指している。
スポーツ実践の基盤となる身体づくりとその方法については、小学校では活発に運動す
ることにより体力を養つたり、発達課題に応じて体力を高めたりすることをねらいとし、
中学校では運動の技能と関連して体力を高め、高等学校では目的に適した運動の計画や運
動に関連した高まる体力やその高め方を理解することを目指している。
スポーツ文化の理解については、小学校では競争のルールや運動の技能、特性の理解を
目指し、中学校では合理的な実践によつてスポーツの特性、技術や戦術を理解することを
ねらいとし、高等学校ではスポーツの歴史的背景やルールの起源を理解するとともに用具
や用品の改良によってルールは変化し続けていることを理解できるようにすることを目指
している。次の図5は各学校段階の「スポーツの享受」の関係を表して作成した。
50
脱 話 | 〉昆鷲馨:舞ξl 少なくとも一つのスポーツに親しむ時期
動きや意欲の育成
小 学 校 中 学 校 高 等 学 校
低学年
102年
中学年
3・4年
高学年
5・6年 1年 2年 3年 1年 2年 3年
スポーツ観の形成
社会性や規範
意識に基づく
運動への価値
観の形成
具体的な遵守事項に
対しての行動形成
社会性や規範意識に基づく
行動意欲の形成と参画にお
ける合意形成
スポーツ実践の基盤となる身体づくりとその方法
運動に嵩る体|
意図的
な体力 I
の向上
運動の技能と
関連して高ま
る体力
????????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
スポーツ文化の理解
歴史的背景やルール
の起源の理解
変化し続けるルールの
理塁角翠
競争のルールや運動
の技能、特性の理解
合理的な実践よる
スポーツの特性、技術、
戦術の理解
個人から集団へ、集団から社会ヘ
図5 各学校段階における「スポーツの享受」の関係
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図5では、各学校段階における「快感情」、「スポーツ観の形成」、「スポーツ実践の基盤
となる身体づくりとその方法」、「スポーツ文化の理解」の関係を示したものであり、生涯
スポーツの実現に向けて、小学校では「運動の楽しさを体験する時期」、中学校では「種目
特有の楽しさを体験する時期」、そして高等学校では「少なくとも一つのスポーツに親しむ
時期」としている。
そこで、次章では「スポーツの享受」ができる人間の育成を目指した高校体育の学習内
容について、「快感情の追求」、「スポーツ観の形成」、「スポーツ実践の基盤となる身体づく
りとその方法」、「スポーツ文化の理解」、晴J造的参入」に着日し、具体的に提案していく
こととする。
57)文部科学省,中央教育審議会答申 平成20年,幼稚園 だヽ学校 中学校 高等学校及
び特別支援学校の学習指導要領等の改善について
httpl′′
…
.meXt・gojp/b_menu/shingi/chukyo/chukyoO/toushin/1216828.htm
58)文部科学省,小学校学習指導要領解説 体育編,東洋館,2008
59)文部科学省,中学校学習指導要領解説 保健体育編,東山書房,2008
60)文部科学省,高等学校学習指導要領解説 保健体育編・体育編,東山書房,2009
61)文部科学省 保健体育審議会答申 平成9年,生涯にわたる心身の健康の保持増進の
ための今後の健康に関する教育及びスポーツの振興の在り方について
http=||…_meXt・gojp/b_menu/shingi/old chto/Old hoken index/toushin/‐
1314691.htm
注
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第4章 生涯スポーツ社会の実現を目指した高校体育のあり方の提案
第1節 生涯スポー ツの実現に向けた学習の目的0内容・方法
ここでは、これまでの議論を踏まえて、豊かなスポーツライフを実現するための高校体
育のあり方を提案する。
高等学校学習指導要領にある体育科の最終日標は「生涯にわたって豊かなスポーツライ
フを継続する資質や能力を育てる」であり、それによって生涯にわたってスポーッを実践
できる人間の育成を目指している。前述したように、教育における生涯スポーツを考える
ときには生涯スポーツ教育論としてとらえることが必要であり、その理念は「スポーツを
享受する」ことである。この理念を実践へ結びつけるための原理として、「快感情の追求」
と「スポーツ観の形成」の目的的原理を、「スポーツ実践の基盤となる身体づくりとその方
法」と「スポーツ文化の理解」の内容的原理を、晴J造的参入」の方法的原理を導き出した:
そこで、これらの原理に基づいた学習の目的、内容、方法を検討していくこととする。
第 1項 学習の目的と内容
まず、学習の目的として、「快感情の追求」が考えられる。前述したように「快」には「親
和」、「達成」、「承認」、「理解」、「向上」、「挑戦」、「優越」、「爽快」の種類があり、それぞ
れの「快」の獲得には他の「快」も関連していて、それらをバランスよく獲得されること
が望まれる。この「快」を獲得した状態がスポーツを享受していることから「快感情」を
追求することは小学校、中学校、高等学校の各段階において不変である。学校体育の究極
の目標である「明るく豊かな生活を営む態度の育成」を達成するために、生涯にわたって
豊かなスポーツライフを実現することを目指しており、文化としてのスポーツを享受する
ことによつて人がよりよく生きていきることができ、人生を身体的にも精神的にも充実し
たものにできるであろう。したがって、生涯スポーツを実現するための高校体育における
学習の目的は、自己の興味・関心のある快感情を自ら求めていくことであるといえる。
さらに、スポーツは競争性を持つことからスポーツマンシップの精神に基づく行動を伴
わなければならない。勝敗に対して自己の目的を果たすことを優先してスポーッ活動を行
つたり、個人の欲求を満たすことだけを考えた運動やスポーツ活動を行つたりすることは
個人的に充足したものになつたとしても、社会的にも価値のあるものにはなりえない。す
なわち、そこには行動規範がなければならず、感情の抑制、相手や仲間への思いやり、フ
ェアプレイなどを身に付ける「スポーツ観の形成」は「快感情の追求」していく過程にお
いて不可欠なことから学習の目的とした。このことから、これらの「快感情の追求」と「ス
ポーツ観の形成」は学習の目的であり、小学校、中学校及び高等学校 12年間の学習の総ま
とめとして、高校体育では運動やスポーツを主体的に享受できる人間の育成を目指さなけ
ればならない。
そして、その内容として、「スポーツ実践の基盤となる身体づくりとその方法」と「スポ
ーツ文化の理解」であると考えた。学校体育においてその主教材は文化財としてのスポー
ツであることは学習指導要領の体育分野の領域からもうかがえることから、スポーツ活動
の前提となる身体性について学ぶことが必要である。生涯にわたってスポーツを実践して
いくうえで、その基盤となる身体づくりは不可欠な契機であり、生涯にわたつて豊かなス
ポーツライフを継続していくためには、まず自己の身体機能を把握しておかなければなら
い。高等学校の段階では運動の技能に必要な体力を理解するとともに自己の身体能力に適
した運動を選択させることが重要であり、偏向したスポーツの実践はスポーツ障害を引き
起こす原因となること、機械化や自動化による豊かな生活は体力の低下をもたらすことな
どからも自主的・主体的に運動を取り組むことが望まれることから「スポーツ実践の基盤
となる身体づくりとその方法」を学ばなければならない。
また、豊かなライフスタイルの実現に向けて「快感情の追求」を目指していくためには、
単にスポーツを実践して楽しむだけでなく、そのスポーツの歴史的背景やルールの起源を
学び、スポーツの技術や戦術、用具や施設を理解し、スポーツの文化的特性や現代の多様
なスポーツの特徴などについても考える必要がある。すなわち、それらを学習することで
スポーツの特性や文化的価値、現代のスポーツの役割を理解できるようになり、より深く
スポーツの楽しみや喜びを味わうことができると考えられる。さらに、仲間との活動にお
いてルールの遵守やマナーを学んだり、仲間との相互扶助により協力や自己の責任につい
て考えたりすることによつて社会性を身に付け、規範意識に基づいた行動ができるように
なると考えられ、「スポーツ観の形成」に結びつくといえる。
これらを体育分野の領域で考えれば、「スポーツ実践の基盤となる身体づくりとその方
法」は各種の運動や領域のスポーツを実践する「実技」において、「スポーツ文化の理解」
は体育理論でのスポーツに関する科学的、概念的、理念的知識による「理論」において学
習することにより習得されると考える。
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第2項 学習の方法
前述したように、スポーツを享受することは楽しさ体験による快感情の獲得であるが、
生涯にわたつて豊かなスポーツライフを実現するためには、自己の興味・関心が求める快
感情を環境条件に応じたスポーツに変化させ、日常生活のな力ヽ こ新たなスポーツ文化を創
造し、そのなかで獲得していく 晴J造的参入」が必要である。したがつて、高校体育では
卒業後に「創造的参入」ができるように教育していくことが求められ、個人の多様な動機
に対応するために生涯にわたってスポーツを実践する (「する」)だけでなく、スポーツと
の関わり方を学ぶ機会を設定することが必要であることからスポーツを「する」にカロえて、
「みる」、「ささえる」の観点から捉えなければならない。
そのためには、学習の方法として各種の運動やスポーツを実践する「実技」とそれに対
応する論理的知識である「理論」からとらえていく必要がある。したがつて、「スポーツと
の関わり方」の視点と「実技」と「理論」の視点から 晴J造的参入」に向けて分類した内
容を主体的に選択することが必要である。さらに、実技においては、個人的な楽しみ方と
集団的な楽しみ方が存在するため、実技を「個人」と「集団」に類別することが必要であ
ろう。例えば、スポーツを「する」という関わり方を学ぶときには、個人として体力を高
めることに楽しさを求める場合と集団として仲間と協力して達成することに楽しみを求め
る場合があり、個人と集団によつて楽しみ方に違いがあると考えられることから、実技を
「個人」と「集団」に期 すヽることにした。これらの視点から「創造的参入」に向けた内
容をまとめて分類した (図6)。
55
スポーツとの関わり方
す る み る ささえる
実 技 (個人) ①個人的快の習得
④スポーツ観戦
能力の獲得 ⑦文化の継承
実 技 (集団) ②集団的快の習得
⑤感情の共鳴
経験
③自発的奉仕の
実践
理 論 ③運動と身体の関連性の理解
⑥スポーツ知識
の獲得
⑨スポーツ振興
制度の理解
図6 倉J造的参入にむけた内容の分類
図6は、学習の方法として 晴J造的参入」力｀できるように「スポーツとの関わり方」の
視点と「実技」と「理論」の視点から分類して 9つの内容に整理したものを表している。
ここで、各項目について考察していく。
①個人的快の習得
運動やスポーツの実践において、その活動のなかで個人的な楽しみが存在する。その
楽しみを日常生活のなかでも見いだすことができるように楽しみ方を学ぶことが必要
である。生涯にわたって豊かなスポーツライフを実現するのは実践するのは各個人であ
つて、それは自主的・自発的に行われるものである。そのためには、楽しさを自ら学ぶ
ことを学習しなければならない。例えば、運動することによる「爽快」の快感情を自己
の生活のなかでどのように獲得していくかを学ぶことなどが求められるのである。
②集団的快の習得
個人的快の習得と同様に、集団による活動のなかで獲得される楽しみ方も存在する。
例えば、集団の目的を達成したりやその過程のなかで仲間との活動により獲得される
「親和」のI快感情を、自己の生活のなかで獲得していく学び方を学習することも必要で
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あろう。
③運動と身体の関連性の理解
運動やスポーツ活動において身体性は不可欠な契機であり、自己の身体機能に応じた
技能や負荷でなければならない。そのためには、スポーツの技能や技術を理解するとと
もにそれらと体力の関連性を学ぶことが必要である。また、人間の身体機能は加齢によ
り変化を伴うため、自己の身体機能の把握も必要となる。自分はまだ若いと思つて十分
な準備もせずに運動やスポーツをすればlXi我をすることは目に見えているだろう。
④スポーツ観戦能力の獲得
「みる」ことは、単にスポーツの現象をながめるのではなく、自己の観戦能力を用い
て、プレイヤーのパフォーマンスについて思考する主体的な行動で行われるのではない
だろう力、「みる」人はそれぞれにプレイを解釈し、プレイヤーと同一化し、ゲーム内容
を分析・批評することで「みる」行為に価値を見いだしているといえる。このようなス
ポーツを「みる」能力は人間らしさにつながると考える。
⑤感情の共鳴経験
同じ空間にいる全体の相互関係から得られるもので、「みる」人はゲームを単独で観戦
するばかりでなく、スポーツの各場面において「みる」人同士が、感情の高揚を共鳴さ
せることで、互いの感動を高め、そこでしか味わうことのできないリアルな体験をする
ことができる。例えば、球場でホームランを実際に観ることによつて、自分の興奮と周
囲の盛り上がりが共鳴することで高揚感を覚えるのではないだろう力Ъ
⑥スポーツ知識の獲得
ゲーム現象の観戦能力と感情の共鳴の経験はスポーツに関する知識がなければ生ま
れてこない。スポーツの技能や技術や戦術はもちろん、スポーツのルールやその歴史を
理解することで観戦する目が養われることにより自己のスポーツ像が形成されるであ
ろう。さらに、それらを理解することによつてパフォーマンスが発揮されたことに興奮
を感じることができ、プレイする人、観戦する人、周囲全体の相互作用によって感情の
共鳴を経験できるといえる。
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⑦文化の継承
個人としてスポーツ活動を構成する人間は、「する」プレイヤーと「みる」観戦者と
「ささえる」立場にあるチーム関係者や審判であろう。例えば、コーチは文化財である
スポーツを指導し、スポーツを発展させ、プレイヤーの育成に努める。また、審判はそ
のスポーツの特性が失われないようにルールに則つて判断を下す。これらの行為は人間
から文化に働きかけ、そこから得た普遍的価値を他の人へと継承していくといえる。
③自発的奉仕の実践
集団として「ささえる」立場にある人間は、スポーツ活動を運営する組織であるとい
える。例えば、マラソン大会での競技役員や給水や案内をしているボランティアなどの
人たちである。しかし、「ささえる」人間とは、単なる無報酬の奉仕活動ではなく、活動
の意義や価値を理解した自発的な関わりを求めようとする活動のことであり、このよう
な活動によっても普遍的価値を見いだすことができるといえる。
⑨スポーツ振興制度の理解
生涯にわたる豊かなライフスタイルを実現するためには、各自の主体的条件に応じた
スポーツヘの関わり方を見つけるとともに、生涯スポーツの実践を支える環境を確保す
るためのスポーツ振興に向けた施策や制度を理解できることが肝要である。例えば、生
活する地方自治体や地域にはどのような施設や制度があるのかを理解することで、環境
条件に適したスポーツ活動を行うことができると考える。
このように、9つの項目は 晴1造的参入」に必要な契機であることが理解できる。そし
て、生涯スポーツを一義的にとらえることなく、生涯にわたって豊かなスポーツライフの
実現を目指すためには、個人の多様な動機に対応したスポーツの関わり方を学ぶことが重
要である。このことから、生涯スポーツを志向して導入された選択制授業のように、一つ
の運動やスポーツの継続を目指して種目や領域を選択させるのではなく、「する」、「みる」、
「ささえる」のスポーツの関わり方のなかで「実技」と「理論」の視点から分類した内容
を自己の求める楽しさや動機に応じて、学習者が主体的に選択させることが豊かなスポー
ツライフを目指す学習の方法であるといえる。
また、「実技」と「理論」はそれぞれで学習するのではなく、実践した「実技」はどのよ
うな論理的知識に基づいているかを「理論」によつて学ぶことができ、「理論」によつて獲
得した知識は「実技」による経験によつて運動やスポーツの特性や楽しみを味わうことが
できるであろう。すなわち、「実技」と「理論」を切り離して学習するのではなく、うまく
融合させてとらえながら、図 6で分類した内容を学習していくことが望ましいといえる。
さらに、創造的参入を目指すためには学校体育を生活する地域社会と結びつけることが
必要であろう。ラングランが提唱した生涯教育の意義は、教育を学校のみで行わず、生活
する地域社会と家庭につながりのある統合 (空間的統合)を意味している。学校は地域社
会の一部であることから、学校体育と生活する社会とを結びつけることで生活と関連性の
ある動機づけを持たせることができ、生涯にわたって豊かなスポーツライフの実現につな
がるのではないかと考える。例えば、総合的な学習の時間を活用して、地域の人びとを対
象とした「運動・スポーツ教室」を計画し、地域社会と交流を図りながら体つくり運動を
展開することで「スポーツ実践の基盤となる身体づくりとその方法」を学習することがで
き、自己や他者の身体機能について理解することができるだろう。また、仲間や地域の人
びとと活動することで社会性や規範意識に基づく行動形成がなされると考えられる。
このように、創造的参入に向けた内容を主体的に選択させること、「実技」と「理論」を
うまく融合させて実践すること、学校体育と地域社会を統合した教育を展開することが学
習の方法と導き出した。
第2節 まとめ
本章のまとめとして、生涯スポーツ社会の実現を目指す高校体育のあり方を生涯スポー
ツ教育論の観点から論じる。生涯スポーツ教育論の理念は「スポーツを享受する」ことで
あり、その理念を実践へと結びつける原理には、目的的原理として「快感情の追求」と「ス
ポーツ観の形成」、内容的原理として「スポーツの基盤となる身体性の期 と「スポーツ
文化の期 、方法的原理として 晴り造的参入」を導き出した。それらの原理に基づいた学
習の目的、内容、方法を検討し、以下のことが明らかとなつた。
まず、学習の目的を「快感情の追求」と「スポーツ観の形成」とした。生涯にわたつて
豊かなスポーツライフを実現することでより充実した人生を過ごすことができることから、
人びとはスポーツを享受することが求められる。したがつて、文化としてのスポーツから
普遍的価値を見いだすために、快感情を追究することが望ましいと考えた。そして、快感
情の追求には、その過程において規範行動が求められるため、快感情を追究することが文
化的にも社会的にも価値のあることでなければならず、そのためには規範意識を育成する
「スポーツ観の形成」を目指すことが必要である。
つぎに、学習の内容を「スポーツ実践の基盤となる身体づくりとその方法」と「スポー
ツ文化の理解」とした。学校体育においてその主教材は文化財たるスポーツであり、スポ
ーツ活動の前提となる身体性について学ぶことが必要である。生涯スポーツを実践してい
くうえで、自己の身体機能を把握し、運動やスポーツ活動に必要な体力を理解できなけれ
ば、けがやスポーツ障害を引き起こすことにつながる。また、加齢による身体機能の変化
を理解して、個々のライフステージ応じたスポーツ活動を選択することも重要である。さ
らに、運動やスポーツの持つ楽しさや喜びをより深く味わうには、その特性や文化的価値、
現代スポーツの特徴などを理解しておくとともに、ルールの遵守やマナーを学んだり、仲
間との相互扶助により協力や自己の責任を果たしたりすることで社会性や規範意識を身に
付けることができ「スポーツ観の形成」につながるものと考えた。
そして、学習の方法は 晴J造的参入」を目指すものでなければならない。生涯にわたっ
て豊かなスポーツライフを実現するためには自己の興味・関心から求める快感情を環境条
件に適応できるように新たに創造したスポーツ文化のなかで獲得していかなければならな
いことから、高校体育では個人の多様な動機に応えることができるスポーツとの関わり方
を学ぶ機会を設定することが重要であると考えた。そこで、スポーツの関わり方を「する」、
「みる」、「ささえる」の視点からとらえ、高校体育の領域である各種の「実技」と体育理
論の「理論」の視点から分類して整理した。また、実技には個人としての楽しみ方と集団
としての楽しみ方があることから2つに類別して検討した。その結果、創造的参入にむけ
た方法を①個人的快の習得、②集団的快の習得、③運動と身体の関連性の理解、④スポー
ツ観戦能力の獲得、⑤感情の共鳴経験、⑥スポーツ知識の獲得、⑦文化の伝承、③自発的
奉仕の実践、⑨スポーツ振興制度の理解で構成される9つの内容に分類して整理すること
ができた。
高校体育では生涯スポーツを志向した選択肢授業が導入され、卒業後に少なくとも一つ
のスポーツに親しむことが目指されている。しかしながら、これは生涯スポーツを一義的
にしかとらえておらず、個人の多様な動機に対応することはできない。生涯にわたって豊
かなスポーツライフを実現していくには、運動や種目を選択するのではなく、スポーツと
の関わり方を選択できるようにしなければならない。
また、「理論」に基づく「実技」を実践することでその運動やスポーツの特性や楽しみを
より深く味わうことができるといえることから、「理論」で学んだ論理的、概念的、理念的
知識を「実技」の実践の場にうまく融合させて学習することが望ましいと考えた。
さらに、教育が学校だけで終わるのではなく、学校体育を生活する地域社会と結びつけ
ることが必要である。学校と地域と結びつけることで、地域との交流が生まれ、学校体育
で学んだことを生活のなかで実践する契機となり、卒業後の「創造的参入」につながると
考える。
そして、ラングランが提唱した生涯教育の中核は、「適応」する能力を身に付けるととも
に社会の諸制度を「変革」して社会をよりよくしていくことができる人間の育成をめざす
ことである。この能力を持ち合わせた実践者の育成を学校体育において目指していること
から、晴J造的参入」にむけたスポーツとの関わり方を学習することによって、「適応」す
る能力を身に付けることができると考える。そして、理論の学習、とくにスポーツを「さ
さえる」関わり方を学習することによって、スポーツ振興のため施策や制度、スポーツを
取り巻く環境について理解することでき、よりよい社会へと「変革」していくことができ
る資質や能力の育成につながると考えた。
このように、豊かなスポーツライフを実現するための高校体育のあり方として、提案し
た学習の目的、内容、方法を展開していくことで、生涯スポーツ社会を目指した人間形成
に迫ることができるものと考える。
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結 章
第1章 総括
本研究では、学校体育が生涯スポーツ社会を目指しているものの、学校体育以降におい
て継続的にスポーツが実施されていないことに着目し、生涯スポーツ社会が実現できてい
ない原因を明ら力ヽ こするとともに学校体育においてどのような人間形成を行えばよいのか、
また何が不足しているのかを考察して、豊かなスポーツライフにつながる高校体育のあり
方を提案することを目的とした。
第 1章では、生涯スポーツを理解するために生涯スポーツ論に影響を与えたポール・ラ
ングランの生涯教育論を理解する必要があると考え、生涯教育論の社会的背景と基本的思
想、生涯教育論の目的、教養の獲得の観点から検討した。ラングランは生涯教育において
学校教育の重要性を認識しているものの、それまでの伝統教育を痛烈に批判しており、自
ら考えて行動することが社会をよりよく変えていくことができると考え、質的な教育改革
の必要性を主張した。そして、生涯教育論の中核は、変化する社会に「適応」するととも
に社会の諸制度を改善していく「変革」する能力を身に付け、これらを持ち合わせた人間
が望ましい社会を形成していくことと理解できた。この生涯教育論を契機としている生涯
スポーツの概念は、社会的に整備された環境のもと、生涯にわたつて自主的・自発的に個
人の能力やライフステージに応じたスポーツ活動を行うとともにスポーツを生活のな力ヽ こ
取り入れて継続していくことと捉えることができ、生涯スポーツには5つの段階があると
導き出した。また、それぞれの生涯スポーツ論には「みんなのスポーツ」の理念も内包さ
れ、エリクソンのライフサイクル論とアイデンティティ論を用いている共通点もあつた。
しかし、現状においては生涯スポーツの実践には至つていないといえ、社会的条件をより
整備していくと同時に、生涯スポーツの理念と実践をつなぐ原理を構築しなければならな
いことが明ら力ヽ こなり、生涯スポーツを実現するために学校体育で「スポーツを享受する」
ことを教育するべきと考えた。
第2章では、学校体育において生涯スポーツを実践する人間をどのように形成していけ
ばいいのかを明ら力ヽ こしていくこととし、まず生涯スポーツ社会を目指すうえで生涯スポ
ーツの基底詞である「スポーツ」を文化としてとらえる立場からスポーツについて検討し
た。スポーツは 1968年のメキシコ・オリンピック大会時に開催された「国際体育スポー
ツ協議会」におけるスポーツ宣言において定義され、遊戯性、競争性、身体活動性、倫理・
道徳性の性質を持つことが明ら力ヽ こなつた。今やスポーツは文化現象であることは疑いよ
うもないが、その歴史のなかで批判的に継承されたこともあつた。当時の文化は規範的理
解により教養を示すものであつたが、時代の流れによつて次第に記述的理解をされるよう
になリスポーツも一つの文化現象と認められた。スポーツには社会的価値があり、自己決
定できる機会を与え、人間としてよりよく生きようとする普遍的価値を有していることが
明らかになった。このような文化としてのスポーツを生活のなかで実践していくためにも
学校体育において「スポーツを享受」できる人間を教育しなければならない。「スポーツを
享受」するとは、スポーツ活動における楽しさ体験により「快感情」を獲得した状態であ
り、これらをバランスよく体験することが重要であると理解できた。しかし、学校体育の
実践が生涯スポーツの実践に結びついていないのが現状であり、その原因は生涯スポーツ
の概念が教育論として不十分であるという指摘もあるように生涯スポーツ教育論として展
開されていないからであると考えた。そこで生涯スポーツ教育の理念を「スポーツを享受
する」ことと考え、その理念を実践へと導く原理として目的的原理、内容的原理、方法的
原理を示した。目的的原理には「快感情の追求」と「スポーツ観の形成」、内容的原理には
「スポーツ実践の基盤となる身体づくりとその方法」と「スポーツ文化の理的 、方法的原
理には「創造的参入」を導き出した。
第3章では、生涯スポーツ社会を実現するために小学校、中学校、高等学校の各段階に
おいて獲得される快感情、スポーツ観の形成、スポーツ実践の基盤となる身体づくりとそ
の方法、スポーツ文化の理解などがどのように教育されていくのかを学習指導要領から読
み取り明ら力ヽ こした。獲得される快感情は、小学校において「理解」、「爽快」、「親和」で
あり、中学校において「向上」、「優越」、「承詢 、「挑戦」、「達成」が新たに獲得されるこ
とが理解できた。スポーツ観の形成については、小学校では具体的な遵守事項に対しての
行動形成を、中学校では社会性や規範意識に基づく運動への価値観の形成を、高等学校で
は社会性や規範意識に基づく行動意欲の形成と参画における合意形成を目指し、スポーツ
実践の基盤となる身体づくりとその方法については、小学校では活発に運動することによ
り体力を養つたり、発達課題に応じて体力を高めたりすること、中学校では運動の技能と
関連して体力を高めること、高等学校では目的に適した運動の計画や運動に関連した体力
やその高め方を理解することを目指した。スポーツ文化の理解については、小学校では競
争のルールや運動の技能などを理解し、中学校では合理的な実践によつてスポーツの特性、
技術や戦術を理解し、高等学校ではスポーツの歴史的背景やルールの起源を理解するとと
もに用具や用品の改良によつてルールは変化し続けていることを理解することを目指した。
そして、生涯スポーツの実現に向けて、小学校では「運動の楽しさを体験する時期」、中学
校では「種目特有の楽しさを体験する時期」、高等学校では「少なくとも一つのスポーツに
親しむ時期」ととらえられた。しかし、このことは生涯スポーツを一義的にしか捉えてお
らず、実践しようとする人間の動機に十分応えることはできないのではないかと考えた。
第4章では、本研究の目的である豊かなスポーツライフを実現するための高校体育のあ
り方を提案した。学習の目的として、文化としてのスポーツから普遍的価値を見いだすこ
とで人生をより良くすることができることから「快感情の追求」を、またその過程におい
て規範行動が伴わなければ、社会的にも価値があるとはいえないことから「スポーツ観の
形成」をねらいとした。そして、生涯スポーツを実践していくうえで自己の身体機能を把
握し、運動やスポーツの技能に関連する体力について理解することでけがやスポーツ障害
なく実践ができたり、加齢による身体機能の変化を理解することで個々に応じた運動やス
ポーツを選択したりすることができることから「スポーツ実践の基盤となる身体づくりと
その方法」を学ぶとともに、スポーツの歴史的背景や特性、文化的価値や現代スポーツの
特徴などを理解することでより深い楽しさや喜びを味わうことができたり、ルールの遵守
やマナーを学び、仲間と活動を共にすることで社会性や規範意識を身に付けたりすること
から「スポーツ文化の理解」を学習の内容とした。さらに、学習の方法として、晴J造的参
入」を目指していくことから、個人の多様な動機に応えることができるスポーツとの関わ
り方を学ぶ機会をつくらなければならないとした。そのためには、選択制授業のように種
目を選択するのではなく、スポーツとの関わり方学ぶことができる内容を主体的に選択さ
せて学習することが必要であると導き出した。また、教育が学校だけで終わるのではなく、
学校体育を生活する地域社会と結びつけることが必要であり、学校と地域と結びつけるこ
とで地域との交流が生まれ、学校体育で学んだことを生活のなかで実践する契機となり卒
業後の「創造的参入」につながると考えた。さらに、ラングランが提唱した生涯教育の中
核である「適応」と「変革」する能力の獲得は、晴J造的参入」にむけた実技におけるスポ
ーツとの関わり方を学習することによつて「適応」する能力を身に付け、理論におけるス
ポーツを「ささえる」関わり方を学習することによつて、よりよい社会へと「変革」して
いくことができる資質や能力の育成につながるのではないかと考えた。
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第 2章 今後の課題
本研究で、豊かなスポーツライフの実現を目指すために高校体育における学習の目的 。
内容・方法を提案したが、今後はより具体的な年間計画、単元計画、学習評価などを示す
ことによつて、授業実践の場において生涯スポーツ教育論の原理に基づいた教育につなげ
ることで豊かなスポーツライフの実現を目指したスポーツを享受できる人間の育成に貢献
していきたい。
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